
JP 6563387 B2 2019.8.21

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池によって電力供給されるパルス幅変調器（ＰＷＭ）駆動式携帯型防曇性保護眼鏡（
ａｎｔｉ－ｆｏｇ　ｅｙｅ　ｓｈｉｅｌｄ）を加熱するために使用され、電池の消耗によ
って電池電圧が低下した場合においても前記防曇性保護眼鏡の負荷に一貫した電力供給を
行うことができるように構成された補償システムであって、
　前記電圧を所定の測定可能範囲（ｍｅａｓｕｒａｂｌｅ　ｒａｎｇｅ）に比例調整する
分圧回路と、
　前記分圧回路からの出力を受け取り、デジタル電圧値に変換するアナログ／デジタル変
換器と、
　デジタル電圧入力およびユーザーが決定する電力設定の入力を受け取って、前記パルス
幅変調器に適用する補償デューティサイクルを決定することにより、電池の消耗によって
電池電圧が低下した場合においても、前記ユーザーが決定した電力設定で一貫して前記負
荷を駆動する手段と
　を有する補償システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の補償システムにおいて、さらに、
　前記ユーザーが電池節約モードまたは一貫した電力出力モードを選択するためのモード
切り換え手段を有するものである補償システム。
【請求項３】
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　請求項１に記載の補償システムにおいて、当該システムは、リチウムイオン電池によっ
て電力供給されるパルス幅変調器駆動式携帯型防曇性保護眼鏡に使用されるように構成さ
れているものである補償システム。
【請求項４】
　請求項１に記載の補償システムにおいて、当該システムは、スポーツゴーグルまたはダ
イビングマスクに使用されるように構成されているものである補償システム。
【請求項５】
　請求項１に記載の補償システムにおいて、前記デジタル電圧入力およびユーザーが決定
する電力設定の入力を受け取って、前記パルス幅変調器に適用する補償デューティサイク
ルを決定する手段は、マイクロプロセッシング装置によって実行されるソフトウェアコー
ドのステップを有するものである補償システム。
【請求項６】
　請求項５に記載の補償システムにおいて、さらに、
　パルス幅変調器デューティサイクル値に関するデータルックアップテーブルを有し、当
該データルックアップテーブルは、電力設定および電池消耗による電圧低下に従って構成
され、前記パルス幅変調器に適用する補償デューティサイクルを選択する前記ソフトウェ
アコードのステップで使用されるものであり、当該ステップにより、電池の消耗によって
電池電圧が低下した場合においても、前記ユーザーが決定した電力設定で一貫して前記負
荷が駆動されるものである補償システム。
【請求項７】
　請求項５に記載の補償システムにおいて、さらに、
　電池の消耗によって電池電圧が低下した場合においても、前記ユーザーが決定した電力
設定で一貫して前記負荷を駆動するように前記パルス幅変調器に適用する補償デューティ
サイクルを計算するためのソフトウェアのステップを有するものである補償システム。
【請求項８】
　請求項６に記載の補償システムにおいて、さらに、
　前記パルス幅変調器に応答する金属酸化物半導体電界効果トランジスタ切り換え手段を
有するものである補償システム。
【請求項９】
　請求項６に記載の補償システムにおいて、さらに、
　前記パルス幅変調器に動作可能に接続され、前記パルス幅変調器を介して電源のデュー
ティサイクルを変化させることにより前記負荷に供給される電流の量を変化させる電流調
整手段を有するものである補償システム。
【請求項１０】
　電池によって電力供給されるパルス幅変調器駆動式携帯型防曇性保護眼鏡を加熱するた
めに使用され、電池の消耗によって電池電圧が低下した場合においても前記防曇性保護眼
鏡の負荷に一貫した電力供給を行うことができるように構成された補償システムであって
、
　前記電池の正端子と負端子との間に前記電圧を所定の測定可能範囲に比例調整する２つ
の精密な直列抵抗器をさらに有し、当該２つの抵抗器間に、アナログ／デジタル変換器上
のＩ／Ｏピンに比例電圧測定値を提供するように構成されたタップを有する分圧回路と、
　前記分圧回路からの出力を受け取り、デジタル電圧値に変換するアナログ／デジタル変
換器と、
　デジタル電圧入力およびユーザーが決定する電力設定の入力を受け取って、ソフトウェ
アにより前記パルス幅変調器に適用する補償デューティサイクルを決定するソフトウェア
コードのステップを実行するマイクロプロセッシング装置であって、当該ステップにより
、電池の消耗によって電池電圧が低下した場合においても、前記ユーザーが決定した電力
設定で一貫して前記負荷が駆動されるものである、前記マイクロプロセッシング装置と
　を有する補償システム。
【請求項１１】
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　請求項１０に記載の補償システムにおいて、さらに、
　パルス幅変調器デューティサイクル値に関するデータルックアップテーブルを有し、当
該データルックアップテーブルは、電力設定および電池消耗による電圧低下に従って構成
され、前記パルス幅変調器に適用する補償デューティサイクルを選択する前記ソフトウェ
アコードのステップで使用されるものであり、当該ステップにより電池の消耗によって電
池電圧が低下した場合においても、前記ユーザーが決定した電力設定で一貫して前記負荷
が駆動されるものである補償システム。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の補償システムにおいて、さらに、
　ユーザーが電池節約モードまたは一貫した電力出力モードを選択するためのモード切り
換え手段を有するものである補償システム。
【請求項１３】
　請求項１０に記載の補償システムにおいて、当該システムは、リチウムイオン電池によ
って電力供給されるパルス幅変調器駆動式携帯型防曇性保護眼鏡に使用されるように構成
されているものである補償システム。
【請求項１４】
　請求項１０に記載の補償システムにおいて、当該システムは、スポーツゴーグルまたは
ダイビングマスクに使用されるように構成されているものである補償システム。
【請求項１５】
　電池によって電力供給され、複数のチャネルを有するパルス幅変調器駆動式携帯型防曇
性保護眼鏡を加熱するために使用される補償システムであって、前記防曇性保護眼鏡はパ
ルス幅変調器の各チャネルに対応する複数の負荷を有するものであり、当該補償システム
は、電池の消耗によって電池電圧が低下した場合においても前記防曇性保護眼鏡の負荷に
一貫した電力供給を行うことができるように構成されているものであり、
　前記電圧を所定の測定可能範囲に比例調整する分圧回路と、
　前記分圧回路からの出力を受け取り、デジタル電圧値に変換するアナログ／デジタル変
換器と、
　各負荷のためのデジタル電圧入力およびユーザーが決定する電力設定の入力を受け取っ
て、ソフトウェアにより前記パルス幅変調器の各チャネルに適用する補償デューティサイ
クルを決定するソフトウェアコードのステップを実行するマイクロプロセッシング装置で
あって、当該ステップにより、電池の消耗によって電池電圧が低下した場合においても、
前記ユーザーが決定した電力設定で一貫して対応する各負荷が駆動されるものである、前
記マイクロプロセッシング装置と
　を有する、補償システム。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の補償システムにおいて、前記複数の負荷の各々は前記防曇性保護眼
鏡上に加熱素子領域を有し、これに対応する各パルス幅変調器チャネルは前記防曇性保護
眼鏡全体にわたって一様に加熱するために各加熱素子領域に同じ電力密度を提供するもの
であり、
　この補償システムは、さらに、パルス幅変調器デューティサイクル値に関するデータル
ックアップテーブルを有し、当該データルックアップテーブルは、電力設定および電池消
耗による電圧低下に従って構成され、各パルス幅変調器に適用する補償デューティサイク
ルを選択する前記ソフトウェアコードのステップで使用されるものであり、当該ステップ
により電池の消耗によって電池電圧が低下した場合においても、前記ユーザーが決定した
電力設定で一貫して各負荷が駆動されるものである補償システム。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の補償システムにおいて、前記複数の負荷の各々は前記防曇性保護眼
鏡上に加熱素子領域を有し、これに対応する各パルス幅変調器チャネルは、カスタム加熱
プロファイルに従って前記防曇性保護眼鏡全体にわたって各加熱素子領域に所定の電力密
度を提供するものであり、
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　この補償システムは、さらに、パルス幅変調器デューティサイクル値に関する複数のデ
ータルックアップテーブルを有し、１のデータルックアップテーブルは前記カスタム加熱
プロファイルによって特定された異なる電力密度毎に使用されるものであり、各データル
ックアップテーブルは電力設定および電池消耗による電圧低下に従って構成され、各パル
ス幅変調器に適用する補償デューティサイクルを選択する前記ソフトウェアコードのステ
ップで使用されるものであり、当該ステップにより電池の消耗によって電池電圧が低下し
た場合においても、対応する電力設定で一貫して各負荷が駆動されるものである補償シス
テム。
【請求項１８】
　請求項１５に記載の補償システムにおいて、当該システムは、スポーツゴーグルまたは
ダイビングマスクに使用されるように構成されているものである補償システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１３年１０月６日付で出願されたＢＡＴＴＥＲＹ　ＣＯＭＰＥＮＳＡＴ
ＩＯＮ　ＳＹＳＴＥＭ　ＵＳＩＮＧ　ＰＷＭに関する米国特許出願第１４／０４６，９６
９号（以下「優先権出願」として参照）に対する優先権を主張するものである。優先権出
願は、２０１２年２月１６日付で出願されたＰＷＭ　ＨＥＡＴＩＮＧ　ＳＹＳＴＥＭ　Ｆ
ＯＲ　ＥＹＥ　ＳＨＩＥＬＤに関する米国特許出願第１３／３９７，６９１号、２０１３
年８月２２日付で公開された米国特許公開番号第２０１３－０２１２７６５－Ａ１号（以
下「親出願」として参照）の一部継続出願である。親出願は、また、本明細書内に参照と
して組み込まれるＰＣＴ特許出願第ＰＣＴ／ＵＳ２０１３／０２６，２２７号としても出
願されている。
【０００２】
　本発明は、電池からの電力を調整して負荷を駆動する方法に関し、より具体的には、リ
チウムイオン電池からの電圧が使用時間の経過に伴って消逸するに従って前記電池からの
電圧の低下を補償して携帯型電子機器に一貫して電力供給する方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　防曇スポーツ用ゴーグル、ダイビングマスク、およびその他の携帯性の高く透明で防曇
性保護眼鏡からハンドヘルドＧＰＳ装置、無線機、電話機、およびその他ディスプレイ装
置を有する携帯型電子機器に至るまでの様々な製品が、これら機器に電力供給するだけで
はなく前記機器を加熱して保護眼鏡またはビューイングスクリーンの曇りを防止するため
に電池を使用する。そしてこれら機器の中には前記機器に電力供給するためにリチウムイ
オン電池を普通に使用してきたものもあるが、リチウムイオン電池の使用は加熱式保護眼
鏡への電力供給のようなその他の用途においてはそれほどよく知られていない。にもかか
わらず、さらにより多くのこのような機器にリチウムイオン電池技術の恩恵を使用してこ
れら機器に電力を供給することが望ましいように見受けられるが、但し、リチウムイオン
電池について既知の問題点は、使用時間の経過に伴ってその充電量が低下するに従って、
その提供する電圧出力もまた使用時間の経過に伴って低下することである。
【０００４】
　このような携帯型機器の一般的な特徴は、これら機器をユーザーの身体（例えばユーザ
ーの頭部）に着けて持ち運ぶことができるほど十分に軽量なことである。冬季の活動時に
使用する目的の曇りやすいスポーツ用ゴーグルの例としては、滑降スキー、クロスカント
リースキー、スノーボード、スノーモービル運転、そり滑り、チュービング、アイスクラ
イミングなどの用途のゴーグルが挙げられるが、これらは広く知られており、スポーツフ
ァンならびに、その任務または活動の必要上雪およびその他過酷な寒冷気象条件下で屋外
に出るその他の人々によって広く利用されている。曇りやすいダイビングマスクの例とし
ては、呼吸具から独立した眼マスクおよび鼻マスクならびにマスク内に前記呼吸具が組み
込まれているフルフェースのマスクが挙げられる。曇りやすい保護眼鏡の例としては、病
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原体が使用者の口または眼に入ることを防止するために医師または歯科医が着用するであ
ろうフェイスシールドまたはオートバイ用ヘルメットの透明なフェイスシールド部分が挙
げられる。見通しを悪くする曇りは、このようなゴーグル、ダイビングマスク、および保
護眼鏡に共通した問題である。
【０００５】
　機器のディスプレイを加熱して前記ディスプレイの曇りを防止するために一貫した電力
を必要とするハンドヘルド型機器の例としては、ハンドヘルドＧＰＳ装置、無線機、電話
機、医療機器（ＥＫＧ読み取り）、リーダー、タブレット、ポータブルコンピュータ、Ｐ
ＯＳ端末装置などが挙げられる。
【０００６】
　保護眼鏡およびこのようなハンドヘルド型機器のビューイングスクリーン上の結露を防
止するための様々な導電装置が考案されている。これらの導電装置の目的は、ユーザーが
何かを見ようとしているときに見通しおよび閲覧が邪魔されないように結露のない状態を
維持できる保護眼鏡およびビューイングスクリーンを提供することにある。電子システム
を備えた従来のスポーツ用ゴーグルおよびハンドヘルド型電子機器は、主として高い携帯
性を必要とする環境下、即ち、ＭｃＣｕｌｌｏｃｈによって為されたＭｏｄｕｌａｒ　Ａ
ｎｔｉ－ｆｏｇ　Ｇｏｇｇｌｅ　Ｓｙｓｔｅｍに関する同時係属米国特許出願第６１／５
６３，７３８号に示され記載されているように、前記機器の電子回路に電力供給する電源
が前記ゴーグルのストラップまたは前記機器自体に取り付けられて都合よく持ち運びされ
る環境下で使用されている。このような電池駆動式機器、特に電池から非常に大きな電力
を消費する加熱装置は、一般にアンペア時で計測される総電源の使用について、電源寿命
を持続させるために慎重である必要があり、また、このようなシステムの電源回路は、前
記機器の電池が使用時間の経過に伴ってだんだんと消耗するかもしれなくても、前記機器
に一貫したレベルの電力を供給することが重要となっている。したがって、前記機器の抵
抗素子に供給される電流の量を調整して、電池の充電量が消耗するに従って低下する電圧
を補償する機能もまた、望ましくなっている。
【０００７】
　したがって、電池寿命を最大化することが依然として重要である一方、そしてこの場合
、ＰＷＭ　Ｈｅａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｅｙｅ　Ｓｈｉｅｌｄに関する同時
係属米国特許出願第１３／３９７，６９１号、米国特許公開番号第２０１３－０２１２７
６５－１号に記載されているように、パルス幅変調（ｐｕｌｓｅ－ｗｉｄｔｈ　ｍｏｄｕ
ｌａｔｉｏｎ：ＰＷＭ）の使用が有用であることが証明されているが、リチウムイオン電
池の消耗による制約およびこれに対応する電圧の低下は依然として問題となっている。こ
のように、ゴーグルまたはハンドヘルド型機器に対して加熱動作を実施するために十分に
利用可能な電池残量があるときに、前記電池の消耗サイクル全体を通じて前記機器に供給
される電力をより一貫性のあるものにするために、適切な量の追加的に利用できる電力が
有用である場合があることが認識されている。
【０００８】
　電池の充電量の消耗にも拘わらず電池電源を使用して前記機器に一貫した電力を供給す
る従来技術のゴーグルまたはハンドヘルド型電子機器はない。Ｃｕｒｃｉｏに付与された
Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｈｅａｔｅｄ　Ｓｋｉ　Ｇｏｇｇｌｅｓに関する米国特許第
４，８６８，９２９号明細書は、切り換え装置を介して外部電源パックに動作可能に接続
され、曇り防止の目的で保護眼鏡を加熱するようになっている抵抗線を埋め込んだ前記保
護眼鏡を有する。Ｗｅｌｃｈｅｌ他に付与されたＥｙｅｗｅａｒ　Ｗｉｔｈ　Ｈｅａｔｉ
ｎｇ　Ｅｌｅｍｅｎｔｓに関する米国特許第７，６４８，２３４号明細書は、保護眼鏡を
加熱するために使用するニクロム素子および薄膜加熱素子の使用を開示しており、前記保
護眼鏡に対する熱をオン／オフする制御機構の使用を開示している。ＰＷＭ回路を使用し
て充電量の消耗に関わらずに前記機器により一様な電力を供給するための前述の電力の調
整、節約、および分配の概念についてはいずれも論述していない。
【０００９】
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　電気式加熱を採用したスポーツ用ゴーグルの問題は、前記保護眼鏡の全表面にわたって
加熱が一様ではないことである。ゴーグルおよびゴーグル型保護眼鏡は着用者の顔近くの
位置を維持し、鼻のための切り欠きおよび周辺視野のための延長縁部を考慮に入れること
を必要とする不規則な形状で製造される。従来技術では、この不規則な形状を一様に加熱
することは達成できていない。
【００１０】
　不規則な形状の保護眼鏡を有する従来技術の機器は過熱点を生じやすく、充電量に限界
のある電池駆動の用途にこのような機器を使用すると、前記電池を過度に放電させてしま
っていた。前記過熱点が発生する理由は、前記保護眼鏡上の抵抗素子の両端の電気接続点
間の電気抵抗率が前記保護眼鏡上の異なる場所でより大きかったりより小さかったりする
ので、接続端子間の距離のより短いエリアで消費される電流量はより大きく、接続端子間
の距離のより長いエリアで消費される電流量はより小さいからである。例えば、抵抗線の
応用において端子がレンズの両側にある場合、鼻梁の上側を越えて眼の下側を渡る線につ
いては一方の端子から他方の端子まで移動しなければならない距離が前記レンズの中央部
分を渡ってより短い距離を移動するその他の線よりも長いので、前記レンズを一様に加熱
する上で問題であった。曇り状態を克服するためには、端子接続点間の距離が最長である
エリアの曇りを克服するのに十分な電力を印加しなければならず、端子接続点間の距離が
より短いエリアが過熱し、その結果電力が無駄になる。このように、前記問題がゴーグル
型保護眼鏡を加熱する有用性を限定的なものとしている。保護眼鏡の前記不規則な形状の
ために、抵抗線の応用を検討するにせよまたは抵抗薄膜の応用を検討するにせよ、これら
の問題は存在する。
【００１１】
　したがって、必要量を超える過剰な電力を与えずに負荷全体にわたる電池の消耗にも拘
らず一貫した電力を提供しながらも、機器の曇りを防ぎまたはその他の理由により前記機
器を加熱するための要件を満たすのに十分な電流を供給することのできる、好ましくは自
動調整式の可変電源を提供する必要が生まれた。また、過剰な電力を使用せず、即ち各領
域に過熱点を生じさせずに、電池の消耗にも拘らず各領域（即ち負荷）全域にわたって一
貫した電力を供給しながらゴーグル型保護眼鏡の表面全体にわたって保護眼鏡の一様な加
熱を可能とするために、複数の加熱要素領域に対する複数の電流源を提供する必要が生ま
れた。
【００１２】
　曇り状態を経験したときにゴーグルの電源スイッチを入れ、次にもう必要ないであろう
とユーザーが推測したときにスイッチを切り、あるいはハンドヘルド機器に所望の熱また
は電力を供給するためにこれを行うのは、曇りを克服し、あるいは機器を加熱しまたはこ
れに電力を供給する上で効率的な方法ではない。これは、前記機器がオンとなっていると
きにはそれが全出力を使用しており、このことは電池資源の非効率な使用法だからである
。また、前記ユーザーはそれをオフにすべきときを本当に厳密には知らないので、前記ユ
ーザーはそれをオフにする最善の時を、せいぜい推測しているのである。さらに、ユーザ
ーが取り組み中の活動に夢中になって集中しているときに電源をオン／オフして前記保護
眼鏡またはその他のハンドヘルド機器を加熱しなければならないことは、多くの場合不便
である。保護眼鏡またはその他のハンドヘルド機器の電源を手動で切り換えるのでは、前
記ユーザーは、曇りを低減させ、またはその他の目的で加熱するのに十分でありながら併
せて電池寿命も節約する中間の熱の値を設定することができない。さらに、電池の消耗に
も拘らず一貫した電力を供給するように補償しながら保護眼鏡またはハンドヘルド機器上
の薄膜またはその他の抵抗素子の均衡のとれた加熱をし、併せて前記機器上の加熱素子の
可変制御をも提供する、従来技術に開示された既知のシステムは存在しない。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
　（特許文献）
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　　（特許文献１）　国際公開第２０１３／１２３２６２号
　　（特許文献２）　米国特許出願公開第２０１０／０１４１１８５号明細書
　　（特許文献３）　米国特許出願公開第２００３／０２３４７７８号明細書
　　（特許文献４）　米国特許出願公開第２０１０／００８７７７８号明細書
　　（特許文献５）　米国特許出願公開第２００４／００２１４４４号明細書
　　（特許文献６）　米国特許出願公開第２０１１／０１３３６５５号明細書
　　（特許文献７）　米国特許出願公開第２０１２／０１９４１４１号明細書
　　（特許文献８）　米国特許第８，５６６，９６２号明細書
　　（特許文献９）　米国特許第４，０２７，２３１号明細書
　　（特許文献１０）　米国特許第６，０４０，６６０号明細書
　　（特許文献１１）　米国特許第３，１６０，７３５号明細書
　　（特許文献１２）　米国特許第５，３１９，３９７号明細書
　　（特許文献１３）　米国特許第５，３６３，１５３号明細書
　　（特許文献１４）　米国特許第５，４７１，０３６号明細書
　　（特許文献１５）　米国特許第４，８６８，９２９号明細書
　　（特許文献１６）　米国特許第４，９４２，６２９号明細書
　　（特許文献１７）　米国特許第６，７０４，９４４号明細書
　　（特許文献１８）　米国特許第７，６４８，２３４号明細書
　　（特許文献１９）　米国特許第６，９２７，３６８号明細書
　　（特許文献２０）　米国特許第７，３８７，０２２号明細書
　　（特許文献２１）　米国特許出願公開第２００８／０２９００８１号明細書
　　（特許文献２２）　米国特許第５，７７８，６８９号明細書
　　（特許文献２３）　米国特許第５，１０５，０６７号明細書
　　（特許文献２４）　米国特許第６，８９６，３６６号明細書
　　（特許文献２５）　米国特許第４，５８４，７２１号明細書
　　（特許文献２６）　米国特許第６，４７０，６９６号明細書
　　（特許文献２７）　米国特許第５，３５１，３３９号明細書
　　（特許文献２８）　米国特許出願公開第２００４／００５００７２号明細書
　　（特許文献２９）　米国特許出願公開第２００３／００９１０８９号明細書
　　（特許文献３０）　米国特許出願公開第２００６／０２８９４５８号明細書
　　（特許文献３１）　米国特許出願公開第２００４／００５００７６号明細書
　　（特許文献３２）　中国特許出願公開第１８８６７０９号明細書
　　（特許文献３３）　中国特許出願公開第１０２１５７７４４号明細書
　　（特許文献３４）　中国実用新案第２０１０１５５１０号明細書
　　（特許文献３５）　中国特許出願公開第１０２０８７２３４号明細書
　　（特許文献３６）　米国特許出願公開第２００４／００７４８９７号明細書
　　（特許文献３７）　特開２００２－２３７３７１号公報
　　（特許文献３８）　米国特許出願公開第２０１１／１６９４０９号明細書
　　（特許文献３９）　米国特許出願公開第２０１３／１１３３８８号明細書
　　（特許文献４０）　米国特許出願公開第２００８／１４４８６２号明細書
　　（特許文献４１）　特開平０４―３５９６８８号公報
　　（特許文献４２）　米国特許出願公開第２００６／０３３４５９号明細書
　　（特許文献４３）　米国特許出願公開第２０１２／１８７７６２号明細書
　　（特許文献４４）　中国実用新案第２０２１６０３０２号明細書
　　（特許文献４５）　米国特許出願公開第２００８／１９０９１２号明細書
　　（特許文献４６）　独国特許出願公開第１９５１６４３号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の一観点によれば、ユーザーの眼を保護するようになっており、前記ユーザーの



(8) JP 6563387 B2 2019.8.21

10

20

30

40

50

眼と保護眼鏡（ｅｙｅ　ｓｈｉｅｌｄ）との間の少なくとも部分的に囲まれた空間を画定
するように構成されている前記保護眼鏡と、電源と、パルス幅変調器（Ｐｕｌｓｅ－Ｗｉ
ｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｒ：ＰＷＭ）と、前記パルス幅変調器に応答する切り換え手
段と、前記保護眼鏡上の加熱素子と、前記電源、前記パルス幅変調器、前記切り換え手段
、および前記加熱素子を相互接続して前記保護眼鏡の加熱を制御する回路とを有する保護
眼鏡結露防止システム（ｅｙｅ－ｓｈｉｅｌｄ　ｃｏｎｄｅｎｓａｔｉｏｎ　ｐｒｅｖｅ
ｎｔｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）が提供されている。好ましくは、前記切り換え手段は金属酸
化物半導体電界効果トランジスタを有する。
【００１４】
　本発明のこの観点の装置は、電力が印加されている前記特定のゴーグルレンズに特に適
合するオン対オフのサイクルの割合を有する出力にＰＷＭを事前設定することができるの
で、電池寿命を最大化するような前記保護眼鏡またはレンズの効率的な加熱を可能とする
単一ＰＷＭ、単一加熱領域型の保護眼鏡防曇装置（ｅｙｅ－ｓｈｉｅｌｄ　ｆｏｇ　ｐｒ
ｅｖｅｎｔｉｏｎ　ｄｅｖｉｃｅ）を提供する。
【００１５】
　本発明の別の観点によれば、保護眼鏡の分割可能な加熱を容易にする１もしくはそれ以
上のサイズの複数の領域に分割可能な表面積を有する不規則な形状の前記保護眼鏡であっ
て、該保護眼鏡は、ユーザーの眼を保護するのに適しており、かつ前記ユーザーの眼と前
記保護眼鏡との間の少なくとも部分的に囲まれた空間を画定するように構成されている、
前記シールドを有する保護眼鏡結露防止システムが提供されている。前記システムは、電
源と、各々が前記電源に動作可能に接続されている複数のＰＷＭと、各々がそれぞれに対
応するＰＷＭに応答する複数の切り換え手段とをさらに有する。本発明のこの観点では、
各々が前記保護眼鏡のそれぞれ対応するサイズの領域に広がる前記保護眼鏡上の複数の加
熱素子と、各々が前記ＰＷＭのうちの１つを前記切り換え手段のうちの対応する１つおよ
び対応する前記加熱素子のうちの１つと相互接続している複数の回路とがある。前記ＰＷ
Ｍの各々は、前記対応する加熱素子に、前記保護眼鏡の各領域の電力出力が前記保護眼鏡
の前記領域に望まれる出力に対応するような量の電流を提供するデューティサイクルを生
成する。
【００１６】
　本発明の上述の観点によれば、ユーザーの眼を保護するようになっており、かつ前記ユ
ーザーの眼と保護眼鏡との間の少なくとも部分的に囲まれた空間を画定するように構成さ
れている前記保護眼鏡であって、該保護眼鏡は、前記保護眼鏡の所望の温度への領域加熱
を容易にするために少なくとも１つの領域に分割可能な表面積を有する、前記保護眼鏡と
、電源と、少なくとも１つのＰＷＭと、前記保護眼鏡の領域加熱を容易にするための前記
少なくとも１つの領域上にありかつこれに対応し、前記少なくとも１つのＰＷＭに対応す
る少なくとも１つの加熱素子とを有する保護眼鏡結露防止システムが提供されている。こ
の実施形態において、前記電源、前記少なくとも１つのＰＷＭ、および前記保護眼鏡を加
熱するための前記対応する少なくとも１つの加熱素子を相互接続している少なくとも１つ
の回路があり、前記少なくとも１つのＰＷＭは前記少なくとも１つの加熱素子領域の温度
を動作環境の予期される露点よりも高い温度に維持するように電流を制御する。
【００１７】
　本発明の前記複数領域型の観点の前記装置は、前記保護眼鏡またはレンズの表面上に、
例えば、眼の真正面に対して鼻梁の真上などの前記レンズの不規則なおよび異なる形状の
部分に従った領域のような複数の領域に分割された、異なる形状またはサイズの領域の一
様な加熱を可能とするための複数ＰＷＭ抵抗薄膜加熱システムを提供する。このように、
例えば、前記領域を使用して、前記レンズを隣接する領域が各々同様な面積の複数の領域
に分割して前記保護眼鏡全体にわたってより一様な加熱を可能とすることができる。また
は、反対に、この分割を使用して、例えば、前記レンズの電子表示部の適正な機能を確実
とするために、前記保護眼鏡の特定のエリアの特定の加熱を可能とすることができる。
【００１８】
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　本発明の複数領域型の観点に基づく本発明の別の観点によれば、前記保護眼鏡の各領域
の平方単位当たりの電力、即ち電力密度が、各領域の大きさに関係なく前記領域全体にわ
たって実質的に等しく一様に分布していることを確実にすることができるようなプロファ
イルに従って、前記ＰＷＭを動作させることができる。または、別の方法として、前記領
域の加熱を独立して調整して、様々な所定の気象条件、様々な活動、または保護眼鏡の種
類、形状およびサイズを考慮するために特定の保護眼鏡に望まれる特定のプロファイルを
作成することができる。
【００１９】
　好ましくは、本発明のこの観点の前記複数のＰＷＭは、前記複数のＰＷＭに対応する複
数の様々なＰＷＭの内部機能を同時実行することのできるマイクロコンピュータを有し、
該マイクロコンピュータは、前記ＰＷＭの内部機能を前記複数の回路と相互接続している
複数のＩ／Ｏポートを有する。さらに、好ましくは、本発明のこの観点による前記切り換
え手段の各々は、金属酸化物半導体電界効果トランジスタ（ｍｅｔａｌ－ｏｘｉｄｅ－ｓ
ｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ　ｆｉｅｌｄ－ｅｆｆｅｃｔ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：ＭＯＳ
ＦＥＴ）を有する。
【００２０】
　本発明の別の観点によれば、前記単一領域、単一ＰＷＭ型の装置を含むか、前記複数領
域、複数ＰＷＭ型の装置を含むかに拘わらず、前述に要約したような保護眼鏡結露防止シ
ステムであって、該システムは、各ＰＷＭ（単一ＰＷＭ型の実施形態であるか複数ＰＷＭ
型の実施形態であるかに拘わらず）を介して前記電源のデューティサイクルを変化させる
ことで結果的に各加熱素子に供給する電流の量を変化させるために各ＰＷＭに動作可能に
接続されている電流調整手段（ｃｕｒｒｅｎｔ　ａｄｊｕｓｔｍｅｎｔ　ｍｅａｎｓ：Ｃ
ＡＭ）をさらに有するものである、前記保護眼鏡結露防止システムが提供されている。
【００２１】
　本発明のこの観点の装置は、前記ユーザーによる最低限の注意によって曇りを効果的に
防止するように前記保護眼鏡レンズの温度を前記露点温度よりもわずかに高い温度で効率
的に管理するための前記ＣＡＭの機能を提供する。この結果、より長い電池寿命を可能と
する電力の節約ができる。
【００２２】
　本発明の別の観点によれば、複数領域、複数ＰＷＭ型の実施形態であるか単一領域、単
一ＰＷＭ型の実施形態であるかに拘わらず前述したような保護眼鏡結露防止システムであ
って、該装置は、周囲温度および相対湿度を計測する手段と、露点を計算する手段とをさ
らに有するものである、前記保護眼鏡結露防止システムが提供されている。本発明のこの
観点における前記露点を計算する手段は、好ましくは、前記ＣＡＭ（好ましくは、マイク
ロコンピュータ手段をさらに有する）と動作可能に接続されており、前記保護眼鏡による
前記空間内の温度が前記露点温度閾値よりも下がると前記ＣＡＭが前記電気回路への電力
を増加し、前記保護眼鏡によって画定された前記空間内の温度が前記露点温度閾値よりも
上がると前記ＣＡＭが前記電気回路への電力を低減するように構成されている。したがっ
て、本発明は、例えば前記薄膜加熱素子のような前記加熱抵抗素子に、効果的にかつ自動
的に曇りを防止し、電池寿命を節約するように、前記温度を前記露点よりもわずかに高く
保つのに丁度十分なパルスを供給することができる。前記露点を計算する手段は、好まし
くは、前記温度および相対湿度を検知する手段と動作可能に接続されているマイクロコン
ピュータ手段を有する。
【００２３】
　本発明のこの観点の前記保護眼鏡結露防止システムは、各センサーが前記保護眼鏡によ
って画定された前記空間内に位置する相対温度センサーと温度センサーとをさらに有する
ことができる。このようなシステムは、前記相対湿度および温度センサーと動作可能に接
続されている、例えばマイクロコンピュータ手段のような、露点温度を定期的に計算する
手段をさらに有する。さらに、前記少なくとも１つのパルス幅変調器は前記露点温度を定
期的に計算する手段に応答して、前記少なくとも１つの加熱素子が長時間にわたって曇り



(10) JP 6563387 B2 2019.8.21

10

20

30

40

50

を確実に防止するように露点よりも高い温度に維持されるように、前記少なくとも１つの
加熱素子を制御する。
【００２４】
　本発明の別の観点によれば、本発明の複数領域型の実施形態に関する本発明の前述２つ
の観点の保護眼鏡結露防止システムは、各領域に他の領域に対して比例調整を行うように
前記可変電流調整機構による単一調整を可能とする領域プロファイル論理回路をさらに有
することができる。したがって、本発明は、保護眼鏡のプロファイルに基づいて各セグメ
ントに供給される電力を調整することにより前記保護眼鏡全体にわたって加熱を一様に分
配する目的で、前記保護眼鏡の複数の抵抗領域に電力を供給するために整合のとれたデュ
ーティサイクルを変化させるステップを提供する。さらに、本発明のこの観点の前記装置
は、前記レンズに供給される加熱電力の手動または自動調整に基づいて、前記レンズ全体
にわたる複数領域間にまたがる一様な加熱であれ、または所定の特定加熱パターンであれ
、前記レンズの異なる領域を使用した加熱フットプリントであれ、前記レンズの所望の加
熱を維持することができるように、前記防曇システム内に組み込まれた自動化されたプロ
ファイル特性を提供する。
【００２５】
　本発明のさらに別の観点によれば、上述の本発明の前記単一領域または前記複数領域型
の観点において上述した、さらに本発明の前述の観点に係る保護眼鏡結露防止システムで
あって、複数の所定のデータプロファイルと、これに対応して該データプロファイルのう
ちのユーザー選択による１つに従って前記保護眼鏡の各領域の制御を可能とする選択手段
とを有する前記保護眼鏡結露防止システムが提供されている。
【００２６】
　本発明のこの観点の前記装置は、気象条件および活動レベル条件、またはビデオ録画、
ヘッドアップディスプレイ、全地球測位システムなどを用いた保護眼鏡の機能次第で前記
ユーザーが適切な加熱を選択できるように、前記保護眼鏡結露防止システム内に組み込ま
れた選択可能なプロファイル特性を提供する。
【００２７】
　本明細書内で開示する前記保護眼鏡の各々は、風、塵、雪、雨、極端な温度、および眼
に損傷を与えあるいはその他何らかの形で視力を損なわせる可能性のある自然の力からユ
ーザーの眼を保護するのに適している。各保護眼鏡はまた、眼の周りおよび前方の少なく
とも部分的な囲みを形成し画定するように構成されている。この囲みは、前記保護眼鏡に
よって画定された前記空間内に伝達される体温の結果、前記囲みの外側の条件と比較して
温かくなり、前記囲みはまた、発汗の結果、外側の条件と比較して相対湿度も高くなる。
前記保護眼鏡の温度が前記保護眼鏡内の温度よりも下がり前記保護眼鏡の内側に露または
結露が形成されると、前記保護眼鏡の曇りが発生する。
【００２８】
　本発明の１つの目的は、気象条件に拘わらずに前記保護眼鏡の曇りを効果的に防止する
保護眼鏡防曇システムを提供することである。本発明の別の目的は、電力およびエネルギ
ーを節約し、電池寿命を延長するような方法でＰＷＭを用いる保護眼鏡防曇システムを提
供することである。本発明の別の目的は、現在の露点条件に従って前記レンズ上の前記加
熱器への電力を手動でまたは自動的に調整し、保護眼鏡内の温度が前記露点温度よりも低
いかまたはそれよりも下がると前記保護眼鏡への電力を増加し、または前記保護眼鏡内の
温度が前記露点温度よりも高いと電力を減少させる、前記保護眼鏡防曇システムを提供す
ることである。本発明の別の目的は、保護眼鏡の加熱を少なくとも部分的に自動化するプ
ロファイルを提供することにより、複数の異なるサイズおよび形状の保護眼鏡の様々な気
象条件下および活動条件下での曇りの発生しない使用の達成を確実にし簡略化する保護眼
鏡防曇システムを提供することである。本発明のさらに別の目的は、ユーザー選択可能な
プロファイルを提供することである。前述のリストは、本発明の目的の排他的なリストと
して意図されておらず、列挙されていないが本発明に好適な他の目的があるかもしれず、
本明細書内のこのような任意の目的の有無は、本明細書内でさらに定義し特許請求する本
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発明の趣旨および範囲を必ずしも限定するものではない。
【００２９】
　本発明の前述の観点のうちのいずれかのシールド結露防止システムは、スキー、チュー
ビング、トボガン、アイスクライミング、スノーモービルの運転、サイクリング、ランニ
ング、患者相手の作業、その他の医療または検査環境でなど、防曇スポーツ用ゴーグルま
たは任意の保護眼鏡を加熱するために使用するのに適している。さらに、本発明の前述の
観点のうちのいずれかのシステムは、ダイビングマスクに使用するのに適しているかもし
れない。
【００３０】
　本発明の別の観点によれば、前述の電池によって電力供給されるＰＷＭ駆動式保護眼鏡
のいずれかまたはその他の携帯型電子機器に使用して、電池の消耗によって電池電圧が低
下した場合においても、前記機器の負荷に一貫した電力を供給することを可能とするのに
適した補償システムが提供されている。本発明のこの観点に係る前記補償システムは、前
記電圧を所定の測定可能範囲（ｍｅａｓｕｒａｂｌｅ　ｒａｎｇｅ）に比例調整する分圧
回路と、前記分圧器からの出力を受け取りデジタル電圧値に変換するアナログ／デジタル
変換器と、デジタル電圧入力およびユーザーが決定する電力設定の入力を受け取って、前
記パルス幅変調器に適用する補償デューティサイクルを決定することにより、電池の消耗
によって電池電圧が低下した場合においても、ユーザーが決定した電力設定で一貫して前
記負荷を駆動する手段とを有する。好ましくは、本発明のこの観点に係る実施形態の前記
分圧回路は、前記電池の正端子と負端子との間に前記電圧を所定の測定可能範囲に比例調
整する２つの精密な直列抵抗器を有し、前記分圧回路は、好ましくは、前記２つの抵抗器
間に、アナログ／デジタル変換器上のＩ／Ｏピンに前記比例電圧測定値を提供するように
構成されているタップを有する。好ましくは、本発明のこの観点および別の観点のために
ユーザーによって決定または提供される前記電力設定は、ダイアル、ノブ、またはプッシ
ュボタンシステムによって設定される電力レベル設定と共に、前記設定の選択をさらに効
果的にする前記ユーザーに対する何らかの形態の視覚的フィードバックを有する。
【００３１】
　本発明の一実施形態によれば、ユーザーが電池節約モードまたは一貫した電力出力モー
ドを選択するためのモード切り換え手段を提供することができる。前記電池節約モードは
前記補償システムのオフスイッチを提供する一方、前記一貫した電力モードは前記補償シ
ステムのオンスイッチを提供する。前記電池節約モードは前記一貫した電力モードよりも
少ない電池電力を使用するものの、前記一貫した電力モードを使用するだけの十分な電池
残量がある場合には、この後者のモードでのユーザーの決定による電力レベルはユーザー
があるいは完全充電された電池に期待するであろうものと一致する結果をもたらすので、
ユーザーにとってはそのようにすることが好ましいかもしれない。電池節約モードまたは
一貫した電力モードの選択は、利用可能な全充電量、前記ユーザーが経験する特定の電池
の寿命、および前記ユーザーが予期する使用時間のために必要であると予期される加熱レ
ベルに依存する。
【００３２】
　本発明の一実施形態によれば、前記電池補償システムは、少なくとも１つのリチウムイ
オン電池によって電力供給されるＰＷＭ駆動式携帯型電子機器に使用するのに適している
。このような携帯型機器としては、例えば、スキーゴーグル、ダイビングマスク、オート
バイもしくはスノーモービル用ヘルメットバイザー、または医療もしくは検査用バイザー
などの防曇保護眼鏡（ａｎｔｉ－ｆｏｇ　ｅｙｅ　ｓｈｉｅｌｄ）を挙げることができる
。あるいは、このような携帯型機器としては、ハンドヘルド型ＧＰＳ装置、ハンドヘルド
型無線機、またはセルラー電話機を挙げることができる。
【００３３】
　本発明の一実施形態によれば、本発明の前記補償システムは、前記パルス幅変調器に応
答する金属酸化物半導体電界効果トランジスタ切り換え手段をさらに有する。さらに、本
発明の一実施形態によれば、本発明の補償システムは、前記パルス幅変調器に動作可能に
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接続され、前記パルス幅変調器を介して電源のデューティサイクルを変化させることによ
り前記負荷に供給される電流の量を変化させる電流調整手段をさらに有する。
【００３４】
　本発明の一実施形態によれば、前記補償デューティサイクルを決定するための電圧入力
およびユーザーの決定による電力設定入力を受け取る手段は、電圧入力およびユーザーの
決定による電力設定の入力を受け取り、ソフトウェアコードを実行して、前記ソフトウェ
アによって前記ＰＷＭに適用する補償デューティサイクルを決定するマイクロプロセッシ
ング装置を有し、これにより、電池の消耗によって電池電圧が低下した場合においても、
前記ユーザーが決定した電力設定で一貫して前記負荷が駆動される。本発明のこの実施形
態について、前記マイクロプロセッシング装置は、好ましくは電池駆動式マイクロプロセ
ッシング装置である。当業者であれば、本発明には、オンボードのアナログ／デジタル変
換手段を有する入手の容易なマイクロプロセッシング装置を使用できることを理解するで
あろう。
【００３５】
　さらにまた、補償デューティサイクルを決定するステップは、電力設定および電池消耗
による電圧低下に従って構成され、パルス幅変調器デューティサイクル値に関するデータ
ルックアップテーブルを有してもよく、当該データルックアップテーブルは、電力設定お
よび電池消耗による電圧低下に従って構成され、前記パルス幅変調器に適用する補償デュ
ーティサイクルを選択するソフトウェアコードのステップで使用されるものであり、当該
ステップにより電池の消耗によって電池電圧が低下した場合においても、前記ユーザーが
決定した電力設定で一貫して前記負荷が駆動される。ルックアップテーブルを含む本発明
のこの実施形態は、浮動小数点計算を使用するよりも概してより高速の動作を提供し、コ
ーディングがより容易であるものの、本発明の厳密な範囲および趣旨に従って本発明を実
施するためには、いずれも使用できることが理解されるであろう。さらに、ディスクリー
ト論理回路を使用して本発明の補償システムの機能を実行することも考えられるが、この
ような方法は実施する上で不必要に高価であり、本発明にとって好ましい前記ソフトウェ
アおよびデータ表の参照機能よりも効果的なわけではない。
【００３６】
　代替の実施形態において、電池の消耗によって電池電圧が低下した場合においても、前
記ユーザーの決定による電力設定で一貫して前記負荷を駆動するための前記ＰＷＭに適用
する補償デューティサイクルを計算するために、前記ソフトウェアのステップ自体を使用
することができる。本発明のこの実施形態のための補償デューティサイクルを決定する式
は前述のソフトウェアの実施形態において使用したデータ表のデューティサイクル値（ユ
ーザー入力による電力設定および測定電圧）を決定するために使用された式と同じである
が、これは以下の通りである。
【００３７】
　　　デューティサイクル＝（所望の電力×負荷抵抗）／（電池電圧）２×１００
　本発明のこの観点に係る前記補償システムは、前記システムによって補償された電力出
力を維持するために十分な充電量がある限り、機器の電池の部分的な消耗にも拘らず、防
曇ゴーグルまたはハンドヘルド型ＧＰＳ、無線機または電話機などの携帯型機器を一貫し
て加熱するように負荷を駆動するためにユーザーが選択しおよび／または所望する電力設
定の維持を可能とする。したがって、使用時間の経過に伴う電池の消耗の結果前記電池の
電圧が低下すると、前記システムが前記機器のＰＷＭのドライバのデューティサイクルを
増加することにより補償を行う。
【００３８】
　本発明の別の観点によれば代替実施形態の補償システムが提供される。この補償システ
ムは、電池によって電力供給され、複数の負荷を有する複数チャネルＰＷＭ駆動式携帯型
電子機器に使用されるものであり、前記機器はＰＷＭチャネルの各チャネルに対応する複
数の負荷を有するものであり、当該補償システムは、電池の消耗によって電池電圧が低下
した場合においても前記機器の負荷に一貫した電力供給を行うことができるように構成さ
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れている。本発明のこの観点に係る前記補償システムは、前記電圧を所定の測定可能範囲
に比例調整する分圧回路と、前記分圧器からの前記出力を受け取りデジタル電圧値に変換
するアナログ／デジタル変換器と、各負荷のためのデジタル電圧入力およびユーザーが決
定する電力設定の入力を受け取って、ソフトウェアにより前記パルス幅変調器の各チャネ
ルに適用する補償デューティサイクルを決定するソフトウェアコードのステップを実行す
るマイクロプロセッシング装置であって、当該ステップにより、電池の消耗によって電池
電圧が低下した場合においても、前記ユーザーが決定した電力設定で一貫して対応する各
負荷が駆動されるものである、前記マイクロプロセッシング装置とを有する。
【００３９】
　本発明のこの観点に係る前記補償システムは、複数チャネルＰＷＭシステムを使用し、
複数領域を有する防曇性保護眼鏡全体にわたる前記領域の各々を一貫した温度に一様に加
熱するために前記システムによって電力供給される前記保護眼鏡のような携帯型機器の複
数の負荷の各々対して長期間にわたって一貫した電力を（前記機器を駆動するのに十分な
電池充電量が残っている限り）維持するための、消耗する電池電源の補償を可能とする。
あるいは、本発明のこの観点に係るこのようなシステムを使用して、複数の加熱素子領域
を有する保護眼鏡を加熱して前記保護眼鏡に適用するカスタム加熱プロファイルに従って
前記領域の各々の曇りを防止するために時間の経過に伴う電池の消耗にも拘らず一貫した
加熱を提供することができる。
【００４０】
　したがって、好ましくは、本発明のこの観点に係る前記補償システムは、前記複数の負
荷の各々が保護眼鏡上の加熱素子領域を有し、これに対応する各ＰＷＭチャネルが各加熱
素子領域に同一の電力密度を提供して前記保護眼鏡全体にわたって一様に加熱するように
実施される。本発明のこの一様に加熱する実施形態は、好ましくは、さらに、ＰＷＭデュ
ーティサイクル値に関するデータルックアップテーブルを有し、当該データルックアップ
テーブルは、電力設定および電池消耗による電圧低下に従って構成され、各ＰＷＭに適用
する補償デューティサイクルを選択する前記ソフトウェアコードのステップで使用される
ものであり、当該ステップにより電池の消耗によって電池電圧が低下した場合においても
、前記ユーザーが決定した電力設定で一貫して各負荷が駆動される。
【００４１】
　さらに、好ましくは、カスタムプロファイルに従って一貫した加熱を提供するための本
発明のこの観点に係る前記補償システムは、前記複数の負荷の各々が保護眼鏡上に加熱素
子領域を有し、対応する各ＰＷＭチャネルが前記保護眼鏡全体にわたる前記カスタム加熱
プロファイルに従って各加熱素子領域に電力密度を提供するように実施される。このカス
タム加熱の実施形態は、各々が電力設定および電池の消耗による電圧の低下に従って構成
され、電池の消耗が招く電池電圧の低下にも拘らず対応する電力設定で一貫して各負荷を
駆動するように各ＰＷＭに適用する補償デューティサイクルを選択するための前記コード
のステップによって使用される、前記カスタム加熱プロファイルによって指定される異な
る電力密度毎に１つの、ＰＷＭデューティサイクル値の複数のデータルックアップテーブ
ルをさらに有する。
【００４２】
　本発明の観点の各々は、単一チャネルＰＷＭ駆動式であれ複数チャネルＰＷＭ駆動式で
あれ、使用時間の経過に伴う前記電池の充電量または電力、消耗または消失に拘わらず、
携帯型電子機器の負荷に一貫した電力を供給する。したがって、本発明のこれらの観点は
、２ワット、４ワット、６ワット、８ワット、または１０ワットのような一連の電力設定
から選択される前記機器上の特定の電力設定が予期される気象条件下で所望の電力レベル
で前記携帯型機器を効果的に加熱するであろうとの期待が補強され裏打ちされるユーザー
に一貫したフィードバックを提供する。
【００４３】
　本発明の補償システムは、本発明の単一チャネルＰＷＭ型の実施形態であれ複数チャネ
ルＰＷＭ型の実施形態であれ、好ましくは、電力設定および電池の消耗による電圧の低下
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に従って構成され、電池の消耗が招く電池電圧の低下にも拘らず前記ユーザーの決定によ
る電力設定で前記負荷を一貫して駆動するように前記ＰＷＭに適用する補償デューティサ
イクルを選択するための前記コードのステップによって使用される、ＰＷＭデューティサ
イクル値のデータルックアップテーブルをさらに有する。
【００４４】
　本発明の主題は、本明細書の結論部分に具体的に指摘され、明白に特許請求されている
。しかし、その構成および操作の方法は、そのさらなる利点および目的と共に、同様の参
照文字が同様の構成要素を指す添付図面に関連してなされる以下の説明を参照することに
より、よりよく理解できる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】図１は、パルス幅変調器（ＰＷＭ）から出る複数の電気信号の図式表現である。
【図２】図２は、単一領域の加熱抵抗素子薄膜の加熱器をその上に有する不規則な形状の
保護眼鏡の正面概略図である。
【図３】図３は、複数の領域に分割された抵抗加熱素子薄膜の加熱器をその上に有する不
規則な形状の保護眼鏡の正面概略図である。
【図４】図４は、複数の領域に分割された抵抗加熱素子薄膜の加熱器をその上に有する不
規則な形状の保護眼鏡の正面概略図である。
【図５】図５は、本発明の一観点に係る単一ＰＷＭ、単一領域型の保護眼鏡防曇システム
の概略図である。
【図６】図６は、本発明の一観点に係る単一ＰＷＭ、単一領域型の保護眼鏡防曇システム
の概略図である。
【図７】図７は、本発明の一観点に係る単一ＰＷＭ、単一領域型の保護眼鏡防曇システム
の別の実施形態の概略図である。
【図８】図８は、本発明の別の観点に係る自動化された単一ＰＷＭ、単一領域型の保護眼
鏡防曇システムのさらに別の実施形態の概略図である。
【図９】図９は、本発明の別の観点に係る複数ＰＷＭ、複数領域型の保護眼鏡防曇システ
ムのさらに別の実施形態の概略図である。
【図１０】図１０は、本発明のさらに別の観点に係る自動化された複数ＰＷＭ、複数領域
型の保護眼鏡防曇システムの別の実施形態の概略図である。
【図１１】図１１は、充電器も併せて含む、自動化された複数ＰＷＭ、複数領域型の保護
眼鏡防曇システムのマイクロコンピュータ制御による実施形態の概略図である。
【図１２】図１２は、さもなくば使用時間の経過に伴って消耗する電池電圧を調整する従
来のシステムのブロック図である。
【図１３】図１３は、本発明の一観点に係る電池補償システムの代替実施形態のブロック
図である。
【図１４】図１４は、本発明に係る電池補償システムの機能を実行するためのソフトウェ
アのステップのフローチャートである。
【図１５】図１５は、ＰＷＭによって本発明に係る電池補償システムに適用されるデュー
ティサイクルのサンプルデータ表である。
【図１６】図１６は、複数負荷を有する機器に適した電池補償システムの代替実施形態の
ブロック図である。
【図１７】図１７は、ＰＷＭによって本発明に係る電池補償システムに適用されるデュー
ティサイクルの別のサンプルデータ表である。
【発明を実施するための形態】
【００４６】
　パルス幅変調
　パルス幅変調（Ｐｕｌｓｅ－Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ：ＰＷＭ）は、主にモ
ーターの速度を変えるためのモーター速度制御用途に使用される。図１を参照すると、Ｐ
ＷＭは、図１に数字１～９によって図示されている通りに例えば１０％、２０％、３０％
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、および最大９０％以上のような割合でオンとなり、これに対応する９０％、８０％、３
０％、および１０％以下までの割合でオフとなる可変デューティサイクルを供給するアナ
ログ発振器またはデジタル論理素子などのパルス幅変調器によって生成されるアナログ信
号またはデジタル信号のいずれかによって特徴づけられる。破線１０は前記ＰＷＭの波長
を指示するために使用され、破線１１はオン（高）状態の一定電圧振幅およびオフ（低）
状態の一定電圧振幅を指示するために使用されている。したがって、例えば、１２ボルト
電池に接続されているＰＷＭ回路が４０％オンおよび６０％オフである場合、前記ＰＷＭ
信号は４０％電力での１２ボルトＰＷＭ回路を表すと言うことができる。したがって、前
記ＰＷＭ回路は、定電圧電源を用いてかつ電圧を調整せずにその最大速度の４０％でモー
ターを運転し、あるいはモーターの最大速度の別の割合で運転することができ、これによ
り前記モーターに供給される電流を調整することによって連続したより低い電圧を供給す
る効果が提供される。ＰＷＭ信号は、通常、図１に示すものがそうであるように固定周波
数を有し、通常、全電圧レベルでは一定全電圧でありまたは低電圧レベルでは一定ゼロ電
圧であるが、このことは絶対的に必要ではない。
【００４７】
　単一領域、単一ＰＷＭ型の実施形態
　図２を参照すると、本発明の第１の実施形態の一部に従って、ユーザーの眼の周囲の囲
いを少なくとも部分的に画定し、単一領域の透明な抵抗導電性薄膜の加熱部材２０２をそ
の上に有するように構成されている保護眼鏡レンズまたは保護アイウェア２００が提供さ
れている。前記薄膜加熱部材２０２の上縁部に沿って、リード線２１２を介して電源（図
示せず）と相互接続されたバスバー加熱素子２０４がある。前記薄膜加熱部材２０２は、
インジウム・スズ酸化物（ｉｎｄｉｕｍ－ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ：ＩＴＯ）または電気回路
に接続されると熱を発生させる抵抗素子の形態で設計されたその他の材料で構成すること
ができる。
【００４８】
　前記薄膜加熱部材２０２の下縁部に沿って下側バスバー加熱素子２０６が提供されてお
り、別のリード線２１４を介して電源と相互接続されている。ウィンタースポーツ用ゴー
グルの場合などの多くの保護眼鏡では一般的なように、前記保護眼鏡２００は、使用中に
はユーザーの眼の直前にある２つのより広い同様の形状の正方形、長方形、円形、または
長円形のエリア２０９、２１０、および使用中には前記ユーザーの鼻梁の上方にあるより
狭いエリア２０８を有する不規則な形状である。前記レンズ２００のこれら各領域の異な
る形状のため、および鼻梁の上のエリアが眼の直前のエリアよりも小さいので、鼻梁の上
のエリアの電気抵抗がより小さく計測されるので、前記レンズにはこのエリアがより熱く
なる傾向があると考えられる。
【００４９】
　図５に示すように、本発明の第１の実施形態が、本発明の前記第１の観点に係る単一Ｐ
ＷＭ、単一領域型の防曇システム５００として提供されている。システム５００は、一定
比率のＰＷＭ信号５０３を生成する単一ＰＷＭ５０２と、好ましくは図６に示すようなＭ
ＯＳＦＥＴスイッチなどの切り換え手段５０４と、レンズ２００上に配置した加熱素子２
０２と、 正および負の電極５１０、５１２を有する電源５０５とを有する。前述の構成
要素は、正のリード線２１２および負のリード線２１４を介して回路内で相互接続されて
いる。ＰＷＭ信号５０３は、前記加熱素子２０２への電力を制御する切り換え手段５０４
を制御する。本発明のこの実施形態では前記ＰＷＭ５０２への入力電圧を変化させる手段
がないので、前記ＰＷＭでは、前記レンズ２００上の単一領域加熱素子２０２の一定温度
での加熱を可能とするオン対オフの比率が一定に設定されている。図６を参照すると、正
および負の端子５１０、５１２を有する電池電源５０５と、回路導線２１２、２１４と、
ＰＷＭ５０２（これは信号５０３を生成）と、保護眼鏡２００と、加熱素子２０２とを有
する、一般的な切り換え手段をＭＯＳＦＥＴスイッチ６０２で置き換えたことを除いては
システム５００と同様な単一ＰＷＭ、単一領域型の防曇システム６００が図示されている
。現行の発明にはＭＯＳＦＥＴスイッチを用いることが好ましいものの、リレー、パワー
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トランジスタ、またはその他の現時点で既知のスイッチをはじめとするその他の切り換え
手段を、本発明の厳密な範囲および趣旨から逸脱せずに使用することができる。
【００５０】
　電流調整手段（ＣＡＭ）
　ここで図７を参照すると、正および負の端子５１０、５１２を有する電池電源５０５と
、回路導線２１２、２１４と、ＰＷＭ５０２（これは信号５０３を生成）と、ＭＯＳＦＥ
Ｔ６０２と、保護眼鏡２００と、加熱素子２０２とを有する、電流調整手段（ＣＡＭ）７
０２をさらに有することを除いてはシステム６００と同様の単一ＰＷＭ、単一領域型の防
曇システム７００が図示されている。本発明のこの実施形態において、前記ＣＡＭ７０２
は、ポテンショメータを有し、前記電池の最低使用可能電圧よりも低くかつ出力電圧（前
記ＰＷＭへの入力電圧）を提供する内部基準電圧（ｖｒｅｆ）を有する機器として図示さ
れており、前記ＣＡＭからの前記出力電圧（前記ＰＷＭへの入力）は、前記ポテンショメ
ータの設定に基づくゼロと前記基準電圧（ｖｒｅｆ）との間のある電圧である。前記ＰＷ
Ｍ５０２は、前記ＣＡＭ７０２に応答して、前記ＣＡＭからの出力の結果として変化する
ことのできる、対応する割合のオン／オフ信号を生成する。図１１に示し、これに関連し
て下記にさらに説明されるデジタル論理回路を使用する好適なシステムにおいて、ＭＯＲ
Ｅ（増加）ボタンに応答し、ＬＥＳＳ（減少）ボタンに応答するソフトウェア制御ＣＡＭ
は、前記ＰＷＭのデューティサイクルを直接変化させることにより、中間電圧基準を必要
とせずに前記加熱素子２０２に供給される電流の量を変化させる。
【００５１】
　前記ＣＡＭ７０２の出力電圧を伝える出力線７０４は、前記ＣＡＭと前記ＰＷＭ５０２
との間に動作可能に接続されている。前記ＰＷＭ５０２は前記ＣＡＭ７０２からの前記出
力電圧を前記ＰＷＭに入力される電圧の振幅に対応しかつ比例するデューティサイクルを
有する信号に変換する。したがって、前記ＰＷＭ５０２の出力のデューティサイクルは前
記ＣＡＭ７０２からの入力電圧に関して変化し、前記ＣＡＭから前記ＰＷＭへのほぼゼロ
の入力電圧が前記ＰＷＭのほぼゼロ％オン／ほぼ１００％オフのデューティサイクルの出
力となる。対照的に、前記ＣＡＭ７０２から前記ＰＷＭ５０２への電圧が前記ＣＡＭのほ
ぼ最大電圧（ｖｒｅｆ）の場合、結果として前記ＰＷＭのほぼ１００％オン／ほぼゼロ％
オフのデューティサイクルの出力が得られるであろう。さらに、かつしたがって、前記Ｃ
ＡＭ７０２の前記ＰＷＭ５０２への最低出力電圧と最高出力電圧との間の各中間設定につ
いて、前記ＰＷＭの対応する中間比率でのオン／オフのデューティサイクルの出力が得ら
れるであろう。このように、前記ＣＡＭ７０２は、前記ＰＷＭ５０２の出力のデューティ
サイクルが変化することを可能とする。
【００５２】
　下記にさらに説明するように、ＣＡＭ７０２のような電流調整手段は、図９に示すよう
な本発明の複数領域型の実施形態にもまた使用することができる。
【００５３】
　露点の計算および自動化
　ここで図８を参照すると、露点を計算する、好ましくはマイクロコンピュータである、
手段８０２（露点計算機またはｄｅｗ　ｐｏｉｎｔ　ｃａｌｃｕｌａｔｏｒ：ＤＰＣ）と
、信号手段８０７、８０９を介して前記ＤＰＣに動作可能に接続されかつ本発明の別の観
点に係る温度センサー８０４および相対湿度センサー８０６とをさらに有することを除け
ばシステム７００と同様である、正および負の端子５１０、５１２を有する電源５０５と
、回路導線２１２、２１４と、ＰＷＭ５０２（これは信号５０３を生成）と、ＭＯＳＦＥ
Ｔ６０２と、保護眼鏡またはレンズ２００と、加熱素子２０２とを有する単一ＰＷＭ、単
一領域型の防曇システム８００が示されている。本発明のこの観点は、前記保護眼鏡２０
０の前記加熱素子２０２付近と前記ユーザーの眼との間に画定される前記空間内の環境条
件を検知することにより採取される温度センサー８０４および相対湿度センサー８０６の
入力に基づいて、前記ＣＡＭの調整の自動化を可能とする。
【００５４】
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　図示のように、前記ＤＰＣ８０２は、電流の増加を合図する電気信号手段８０３および
電流の減少を合図する信号手段８０５を介して前記ＣＡＭ７０２と動作可能に接続されて
おり、前記保護眼鏡２００によって画定された前記空間内の環境条件が変化し、したがっ
て前記システム８００による前記加熱素子２０２対する調整が必要となったときに、前記
ＤＰＣが前記ＣＡＭに合図をするように構成されている。前記システム８００が最初に始
動すると、前記ＤＰＣ８０２が前記露点温度を計算し、それを前記保護眼鏡２００によっ
て画定された前記空間内の実際の温度と比較し、前記ＣＡＭ７０２に然るべく合図する。
前記ＤＰＣ８０２によって計算された前記露点温度が前記保護眼鏡２００とユーザーの眼
との間で画定された空間内の温度よりも高い場合、前記ＤＰＣ内の論理回路が前記ＰＷＭ
５０２への出力電圧を上昇させるように前記ＣＡＭ７００に合図し、その結果前記ＰＷＭ
の出力のデューティサイクルが上昇し、その結果前記加熱素子への電力が増加して前記保
護眼鏡２００および前記保護眼鏡とユーザーの眼との間の前記空間の温度が上昇する。し
たがって、前記温度センサー８０４、前記相対湿度センサー８０６、および前記ＤＰＣ８
０２による計算から前記システム８００へのその後の知覚入力のすべては、周囲条件の変
化だけではなく前述の前記システム８００からの上昇要求の結果もたらされる温度変化を
も反映するであろう。前記ＤＰＣ８０２による前記システム８００に対するさらなる調整
は、前記保護眼鏡２００によって画定された前記空間内の温度が前記露点温度閾値よりも
下がると、前記システム８００が回路導線２１２、２１４を介して前記加熱素子２０２へ
の電力を増加させ、前記保護眼鏡によって画定された前記空間内の温度が前記露点温度閾
値よりも上がると前記システムが前記回路導線を介して前記加熱素子への電力を減少させ
るといった方法で、一定間隔で行われる。前述の動作には、前記システム８００の増加状
態と減少状態との間に、一般的なサーモスタットに使用されるようなヒステリシスを用い
て、不要な急激な切り換えを回避することができる。
【００５５】
　複数領域、複数ＰＷＭ型の実施形態
　図３を参照すると、本発明の別の第２の実施形態の一部に従って、ユーザーの眼の周囲
の囲いを少なくとも部分的に画定し、その上に抵抗薄膜加熱素子または部材からなる複数
の領域またはゾーン３０２、３０４、３０６を有するように構成されている保護眼鏡レン
ズまたは保護アイウェア３００が提供されている。使用中にユーザーの右眼を覆って位置
する薄膜加熱素子３０２は、前記薄膜の上縁部に沿って位置するバスバー３０８によって
前記電源（図示せず）に接続されており、前記薄膜と前記電源の端子に至るリード線３１
０との間に電気的に接続されている。使用中にユーザーの鼻の真上で前記保護眼鏡レンズ
３００の中央に位置する薄膜加熱素子３０４は、前記薄膜の上縁部に沿って位置するバス
バー３１２によって前記電源に接続されており、前記薄膜と前記電源の端子に至るリード
線３１４との間に電気的に接続されている。使用中にユーザーの左眼を覆って位置する薄
膜加熱素子３０６は、前記薄膜の上縁部に沿って位置するバスバー３１６によって前記電
源に接続されており、前記薄膜と前記電源の端子に至るリード線３１８との間に電気的に
接続されている。前記薄膜素子３０２、３０４、３０６の各々の下縁部に沿って位置する
バスバー３２０は、前記薄膜素子を前記電源の接地端子と相互接続している。
【００５６】
　図示のように、前記薄膜部材３０２、３０６の表面積は前記薄膜部材３０４の表面積よ
りも広く、前記薄膜部材３０４の抵抗がその他の薄膜部材の抵抗よりも小さくなっている
。したがって、前記レンズ３００全体にわたって一様に加熱するためには、前記薄膜部材
３０４にはその他の薄膜部材よりも小さな電流を適用すべきである。あるいは、前記薄膜
部材間の分割が、１もしくはそれ以上の薄膜部材をその他の薄膜部材よりも強くまたは弱
く、独立して加熱することを可能とするであろう。
【００５７】
　図４を参照すると、本発明の第２の実施形態に係る保護眼鏡レンズ４００が提供されて
いる。前記保護眼鏡４００は、前記ユーザーの眼の前方の囲いを少なくとも部分的に画定
するようになっており、その上に配置された複数の（図４には２４個を図示）加熱抵抗薄
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膜のゾーンまたは領域４０２Ａ～Ｘを有する。前記加熱抵抗薄膜は、本発明の厳密な範囲
および趣旨から逸脱せずに、図示されているよりも大きなまたは小さな領域に分割できる
ことが理解されるであろう。各抵抗薄膜領域４０２Ａ～Ｘは、リード線および別々のバス
バー４０４ａ～ｘを介して電源の端子に接続されている。各抵抗薄膜４０２Ａ～Ｘの下縁
部に沿って位置する単一バスバー４０６が、薄膜領域の下端部の各々を前記電源の接地端
子と相互接続している。
【００５８】
　本発明の防曇システムの抵抗薄膜領域は、ポリカーボネートレンズ上イオンスパッタリ
ングとして知られる処理により、保護眼鏡２００、３００、４００の内側表面上に蒸着す
ることが好ましいが、本発明の厳密な範囲および趣旨から逸脱せずに、スプレー塗装およ
びその他の方法ならびに当該技術分野で既知の材料を使用することもできる。前記バスバ
ーは箔押もしくは粘着性裏材によって前記レンズ２００、３００、４００上に配置され、
または導電性銀エポキシ製のバスバーの場合であればポリカーボネート基材に貼付するこ
とができる。ダイビングマスクの場合、前記マスクの内側ガラス面に対する前記抵抗薄膜
およびバスバーの取り付けを採用できるものの、代替策として、これらを前記マスク内の
内側ポリカーボネート基材に貼付することが好ましいであろう。様々な基材に前記抵抗薄
膜加熱器および前記バスバーを貼付する方法およびシステムは、当該技術分野において既
知である。各バスバーおよびそれに対応する抵抗薄膜領域は、各々の縁部部分で重なり合
い、当該技術分野において既知のように前記電源との間で電気を相互に伝導する。
【００５９】
　複数領域型の実施形態におけるＣＡＭおよびＤＰＣ
　図３に示す本発明の複数領域型の実施形態におけるより多くの抵抗薄膜領域３０２、３
０４、３０６、および別の方法として図４に示す本発明の複数領域型の実施形態における
より多くの領域４０２Ａ～Ｘは、より広範囲に及ぶ様々な形状およびサイズの保護眼鏡３
００あるいは４００をより一様に加熱することを可能とし、これに対応して図９および１
０に示すような複数領域、複数ＰＷＭ型の保護眼鏡防曇システムにおいてより多くのパル
ス幅変調器（Ｐｕｌｓｅ－Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｏｒｓ：ＰＷＭｓ）またはＰＷＭ
チャネルを必要とする。したがって、図９および１０には３チャネルのＰＷＭシステムを
示しているものの、このような複数の加熱素子領域に適応する適切な数のＰＷＭチャネル
を使用することにより同様の数の抵抗薄膜領域に適応するように、より少数またはより多
数のチャネルを提供できることが理解されるであろう。
【００６０】
　図９および１０に示すように、本発明の複数領域型の実施形態に電流調整手段（ＣＡＭ
）を採用することができ、図１０に示すように、本発明の複数領域型の実施形態に露点計
算手段（ＤＰＣ）をも組み込んで上述のように各領域の自動調整を可能とすることができ
る。前記ＣＡＭの場合、下記にさらに説明するように、前記ＣＡＭの単一出力電圧が領域
プロファイル制御（ｒｅｇｉｏｎ　ｐｒｏｆｉｌｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ：ＲＰＣ）手段によ
って受信され、その実施形態内の複数のＰＷＭの各々への入力電圧を調整するために使用
され、これによりユーザーによるセレクタの調整に基づく前記ＰＷＭの電流出力の変化が
可能となり、または下記にさらに説明するように自動化が可能となる。本発明の複数領域
型の実施形態のＤＰＣは、本発明の単一領域型の実施形態におけるＤＰＣについて上述し
た方法と同様に機能する。
【００６１】
　均衡プロファイルおよびカスタムプロファイル
　ここで図９を参照すると、正および負の端子５１０'、５１２'を有する電源５０５'と
、回路導線２１２'、２１４'とチャネルａ、ｂ、およびｃ上にそれぞれ信号５０３ａ、５
０３ｂ、および５０３ｃを生成することが示されている複数チャネルＰＷＭ５０２'と、
ＣＡＭ７０２と、前記複数チャネルＰＷＭの各チャネルに１つのＭＯＳＦＥＴを割り当て
た複数のＭＯＳＦＥＴ６０２'と、保護眼鏡レンズ３００と、加熱要素領域３０２、３０
４、３０６とを有する、システム９００が主として前記保護眼鏡３００または４００上の
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それぞれ異なるサイズおよび形状の加熱抵抗薄膜領域（３０２、３０４、３０６、あるい
は４０２Ａ～Ｘ）に供給される電力を均衡させるための領域プロファイル制御装置９０２
をさらに有することを除けば上述の単一ＰＷＭシステムと同様である、複数ＰＷＭ、複数
領域型の防曇システム９００が図示されている。
【００６２】
　異なる形状の保護眼鏡レンズ３００、４００は、前記レンズの形状およびその個々の領
域を反映して、各領域に対して適正な量の電力が保証され他の領域との均衡が保たれるよ
うに各領域の電気特性が適切に重みづけされるようになっている、それぞれに対応する領
域プロファイルを必要とするであろう。このように、領域プロファイルは領域の形状（お
よびその結果としてもたらされるその領域の電気抵抗率）ならびに前記ゴーグルの全体的
な形状に結び付けられる。レンズの形状を変更する場合は、そのレンズに合わせた異なる
プロファイルが必要となるであろう。
【００６３】
　領域の抵抗の計算
　Ｒｔがオームを単位とする前記領域の全抵抗、Ｒｉがオームを単位とする抵抗薄膜の平
方インチ当たりの抵抗、Ｈがインチを単位とする前記領域の高さ、およびＷがインチを単
位とする前記領域の幅であるとき、前記領域３０２、３０４、および３０６の各々は、使
用される抵抗性被覆の種類および前記領域の面積を考慮した式によって決定される計算上
の総電気抵抗（Ｒｔ）を有する。Ｒｔは、以下の式を使用して計算することができる。
【００６４】
【数１】

【００６５】
　例えば、Ｒｉが１０オーム、Ｈが３インチ、およびＷが３インチである場合の前記領域
３０２および３０６について検討する。各領域３０２および３０６の全抵抗（Ｒｔ）は（
１０×３）／３として計算でき、これは１０オームに等しい。ここで、Ｒｉが１０オーム
、Ｈが２インチ、およびＷが１．６インチである領域３０４について検討すると、前記領
域３０４の全抵抗（Ｒｔ）は、（１０×１．６）／２として計算でき、これは８オームに
等しい。したがって、領域３０２、３０６よりも低い３０４の全抵抗に起因して与えられ
る電圧について、領域３０４内では領域３０２および３０６内よりも大きな電力が消費さ
れ、下記にさらに検証するように、領域３０４内に過熱点が生じるであろう。
【００６６】
　領域の電力密度の計算
　各領域３０２、３０４、３０６は、前記領域に印加される実効電圧（Ｅ）、オームを単
位とする抵抗薄膜の平方インチ当たりの抵抗（Ｒｉ）、およびインチを単位とする前記領
域の幅を考慮した式によって決定される計算上の電力密度（Ｐｄ）を有する。Ｐｄは、以
下の式を使用して計算することができる。
【００６７】
【数２】

【００６８】
　例えば、各領域の動作電圧が１０ボルトである領域３０２および３０６について検討す
ると、Ｐｄは１０２／（１０×３２）に等しいであろうし、これは１．１１ワット／平方
インチに等しい。領域３０４について検討すると、動作電圧が同じく１０ボルトである場
合、領域３０４のＰｄは１０２／（１０×２２）に等しいであろうし、これは２．５ワッ
ト／平方インチに等しい。これらの計算は、すべての領域の実効電圧が等しい場合、前記
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中央領域３０４が前記外側領域３０２および３０６よりも熱くなることを示している。
【００６９】
　領域プロファイルの比例制御の決定
　前述の通り決定した前記ユーザーの鼻の上の過熱点を考慮すれば、前記領域の比例均衡
が望ましい。このような均衡には、領域３０２および３０６に１０ボルトで電力供給した
ときに領域３０２および３０６と同じ電力レベルの出力を提供する、領域３０４に適切な
電圧レベルを決定する必要がある。既述の下記式に従って、
【数３】

【００７０】
および下記式に従ってＥの解を求め、
【数４】

【００７１】
既知の値を代入すると、Ｅは以下に等しくなる。
【００７２】
【数５】

　これは、６．６６ボルトに等しい。
【００７３】
　したがって、領域３０２および３０６に使用するのと同じ材料の幅と高さに基づいて同
等の電力密度を生成するためには、領域３０４は領域３０２および３０４に印加する電圧
の０．６６６倍（即ち、６６．６％）が必要となる。この結果は、領域３０４の電力密度
（Ｐｄ）を６．６６２／（１０×２２）再計算することにより確認され、これは１．１１
ワット／平方インチと等しい。
【００７４】
　領域３０２および３０６にそれぞれ供給されるチャネルａおよびｃ上に前記ＣＡＭ７０
２'によって生成される基準出力電圧にこれらの計算を適用し直すには、チャネルｂ上の
基準出力電圧もまた、チャネルａおよびｃに印加した値と比較して６６．６％に低減する
ことが必要となる。アナログ回路の場合、この比例制御は、当業者であれば理解するであ
ろう通りに、抵抗ネットワークの使用によって達成することができる。デジタルでの実施
の場合、前記値はデータ表から検索され、その結果得られる電力レベルが、当業者には明
白となるであろう通りに、マイクロコンピュータまたは同等なデジタル回路を使用して計
算され、前記ＰＷＭチャネルに直接印加される。
【００７５】
　形状または領域に合致した領域プロファイル
　したがって、より大きな１つの領域または複数の領域が印加された前記実効電圧の１０
０％を受けるとき、より小さな領域は、すべての前記領域の電力密度を均衡させるために
、印加された前記実効電圧の比例的により小さな割合を受けるべきであることを理解すべ
きである。特定の形状のゴーグルに関する特定の例を提供したものの、異なる形状のレン
ズ領域が同様の計算および均衡プロファイルの決定を必要とすることが理解されるであろ
う。湾曲した縁部または不規則な形状の領域の場合、上述の計算に使用するための領域面
積を決定するために、前記領域面積の決定は既知の数学的方法の応用を必要とするかもし
れない。
【００７６】
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　均衡プロファイルおよびカスタムプロファイル
　前述の例の結果は、均衡プロファイルを開示する。より厳密には、これらの結果は、特
定のゴーグル上の異なるサイズの領域に同じ電力密度となる電力を供給するために必要な
比率のアナログまたはデジタル入力電圧をもたらす。
【００７７】
　領域のカスタムプロファイルのスイッチおよび自動化
　図１０を参照すると、正および負の端子５１０'、５１２'を有する電源５０５'と、回
路導線２１２'、２１４'と、チャネルａ、ｂ、およびｃ上にそれぞれ信号５０３ａ、５０
３ｂ、および５０３ｃを生成するように示された複数チャネルＰＷＭ５０２'と、ＣＡＭ
７０２'と、前記複数チャネルＰＷＭの各チャネルに１つのＭＯＳＦＥＴを割り当てた複
数のＭＯＳＦＥＴ６０２'と、保護眼鏡またはレンズ３００と、加熱素子領域３０２、３
０４、３０６とを有する、システム９００と同様な複数ＰＷＭ、複数領域型の防曇システ
ム１０００が図示されている。システム１０００では前記ＲＣＰ９０２が、均衡プロファ
イルか、または下記にさらに説明するように前記保護眼鏡３００または４００上の異なる
サイズおよび形状の前記加熱抵抗薄膜領域（３０２、３０４、３０６あるいは４０２Ａ～
Ｘ）に合わせてそれぞれカスタム化された電力供給のためのいくつかのカスタムプロファ
イルのうちの１つをユーザーが選択できるユーザー選択可能な領域プロファイル制御スイ
ッチ１００２をさらに有する点において、システム１０００はシステム９００とは異なる
。
【００７８】
　所望の電力密度のパターンを達成するために必要な１もしくはそれ以上の特定の抵抗薄
膜領域に対する所定の比率の入力電圧を可能とするためにカスタムプロファイルを使用し
て、１もしくはそれ以上の領域３０２、３０４、３０６、あるいは４０２Ａ～Ｘを特定の
目的のために他の領域よりも意図的に高温にまたは低温にすることができる。前記ＣＡＭ
７０２'は、前記ＤＰＣ８０２'およびセンサー８０４'、８０６'と共に、前記領域３０２
、３０４、３０６、あるいは領域４０２Ａ～Ｘの各々について最も低温の点と最も高温の
点との間の全体的な自動可変性を提供し、前記ＲＰＣ９０２'の役目は、前記プロファイ
ルを認識して前記全体的な調整に従って前記領域の各々にどのくらいの電力を比例的に印
加するべきかを知ることである。例えば、前記ＣＡＭ７０２'を電力印加またはデューテ
ィサイクル全体の５０％に設定できる所与の露点の計算について、前記ＲＰＣは特定の所
定のプロファイルに従って最も大きな領域３０２、３０４、３０６（あるいは４０２Ａ～
Ｘ）に対して５０％の調整を行い、より小さな領域に対しては比例的により小さな出力を
出す。
【００７９】
　カスタムプロファイルの例として、スノーボーダーが通常どちらの足を前にして滑降す
るかによってゴーグルのレンズのそちら側の曇りを防止しまたは着氷を低減するために熱
を加える必要があるかもしれない前記スノーボーダーのためのプロファイルが挙げられ、
または別の例として、特定のレンズまたはゴーグルの形状および構成の故に、曇りまたは
着氷を防止するために前記ゴーグルの縁部に熱を加える必要があるかもしれない。あるい
は、雨の日、雪の日、晴れた日などの特定の気象条件、またはダイビングマスクについて
は異なる深さおよび水温などに関するカスタム設定を提供することがさらに望ましいであ
ろう。プロファイルのカスタム化は、カスタム・プロファイル・スイッチ１００２によっ
てユーザー選択可能とすることができる。
【００８０】
　図１０に示す複数ＰＷＭ、複数領域型の防曇システム１０００はまた、前記システム１
０００の自動制御のための、露点を計算する手段８０２'（前記露点計算機またはＤＰＣ
としても知られる）と、温度センサー８０４'と、信号手段８０７'、８０９'を介して前
記ＤＰＣに動作可能に接続された相対湿度センサー８０６'とをさらに有する。前記ＰＷ
Ｍ５０２'への複数の信号線ａ、ｂ、ｃのマスター制御を提供するために前記ＤＰＣ８０
２'からの信号が前記ＣＡＭおよびＲＰＣによって使用されることを除いて、前記ＤＰＣ
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８０２'およびセンサー８０４'、８０６'は、本発明の第１の実施形態に関連して上記に
示し説明した前記ＤＰＣ８０２およびセンサー８０４、８０６と同様の目的のためであり
、同様に機能する。
【００８１】
　前述より、露点計算、自動化、および電流調整の手段などの本発明の観点の多くを本発
明の第１または第２の実施形態のいずれかに用いることができる一方、前記ＲＰＣは主に
前記保護眼鏡上の複数の領域を用いる本発明の第２の実施形態に適していることが分かる
。
【００８２】
　システムの概要
　本発明のいずれかの実施形態のＰＷＭ、および露点計算、プロファイル表参照、可変電
流調整機構、切り換え手段などの関連する機能を好ましくはマイクロコンピュータで達成
することができるものの、これらの機能のうちのいずれかを、本発明の厳密な範囲および
趣旨から逸脱せずに、プログラマブル論理アレイ（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉ
ｃ　ａｒｒａｙ：ＰＬＡ）、状態機械、アナログ回路、またはその他のデジタル論理回路
のような他の技術で実行することもできる。
【００８３】
　図１１を参照すると、複数チャネルＰＷＭ、複数領域型の防曇システム１１００のデジ
タル版の好適な実施形態が提供されている。システム１１００は、充電式電池１１０２、
オン／オフ・スイッチ１１０４、熱制御スイッチ１１０６、プロファイルセレクタ１１０
８、および充電器ジャック１１１０などの電源を有する。充電器ジャック１１１０は、当
該技術分野において既知のミニＵＳＢ充電器ジャックまたはその他の好適な充電システム
を有することができる。システム１１００は、好ましくは選択された電力レベルを指示す
るバーグラフとして構成された複数のＬＥＤを有する電力レベル指示ディスプレイ１１１
２と、好ましくは電池残量を指示するバーグラフとして構成された複数のＬＥＤを有する
電池寿命指示ディスプレイ１１１４とをさらに有する。システム１１００は、その上に配
置された複数の薄膜加熱素子１１１８、１１２０、１２２２を有する保護眼鏡１１１６を
さらに有する。前記保護眼鏡１１１６は、ユーザーの眼の前方に少なくとも部分的な囲い
を画定するように構成されている。温度センサー１１２４および相対温度センサー１１２
６は、露点温度の計算を支援するために、前記保護眼鏡１１１６によって画定される前記
部分的な囲い内に配置されている。
【００８４】
　前記システム１１００は、好ましくはＰＷＭ論理回路、その他のプログラマブル論理回
路、およびマイクロエレクトロニクスの技術分野において既知のＲＡＭ／ＲＯＭ／フラッ
シュメモリーのなんらかの組み合わせ１１３０をさらに有する低電力マイクロコントロー
ラ１１２８をさらに有することが好ましい。前記マイクロコンピュータコントローラ１１
２８は、充電回路１１３２に動作可能に接続されている。前記充電回路１１３２は、充電
器ジャック１１１０および充電式電池１１０２に接続されている。前記充電回路１１３２
は、主として、必要に応じて充電の前記充電器ジャック１１１０から前記充電式電池への
経路設定および遮断、前記電池が完全に充電されたときの前記電池からの前記充電器の切
断、および前記マイクロコントローラ１１２８への充電レベルの報告を含め、前記充電式
電池１１０２を維持する役割を担う。前記システム１１００は、電池寿命指示ディスプレ
イ論理回路１１４３をさらに有し、前述したように前記マイクロコントローラ１１２８が
前記充電回路から充電レベル情報を受信すると、ユーザーの求めに応じてまたはその他の
方法で、前記マイクロコントローラが前記電池寿命指示ディスプレイ論理回路に合図する
ことができる。前記電池寿命指示ディスプレイ論理回路１１３４は、前記マイクロコント
ローラ１１２８から受信した信号を前記電池寿命指示ディスプレイ１１１４を駆動するた
めに必要な論理に変換する。前記電池寿命指示ディスプレイ論理回路１１３４は、前記デ
ィスプレイ上の最新の値を保持し、前記マイクロコンピュータが他のタスクに取り掛かれ
るようにこれを解放するためのラッチ回路を含むことができる。
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【００８５】
　前記システム１１００は、各々が領域１１１８、１１２０、１１２２などの薄膜加熱素
子領域またはゾーンにそれぞれ対応する複数の駆動チャネル１１３８、１１４０、１１４
２を有する保護眼鏡加熱器ドライバ１１３６をさらに有する。前記マイクロコントローラ
１１２８の主な役割は、電池寿命を節約する一方で、前記加熱器ドライバ１１３６および
関連するチャネル１１３８、１１４０、１１４２を、曇りを除去し防止するための最適か
つ好ましくは均衡したレベルで動作するように保つことである。前記マイクロコントロー
ラ１１２８は、手動加熱制御モードまたは自動加熱制御モードで動作することができる。
前記手動加熱制御モードでは、前記マイクロコントローラ１１２８が前記加熱／減熱スイ
ッチ１１０６からの入力に応答して、マイクロコントローラのメモリー１１３０内に収容
された所定のプロファイルに従って前記保護眼鏡加熱器ドライバ１１３６への電力を調整
し、各個別のＰＷＭチャネル上のデューティサイクル信号を、関連付けられる各加熱素子
１１１８、１１２０、１１２２のサイズ、形状および電気抵抗率に合致する方法で制御し
て電力密度の均衡を提供する。
【００８６】
　電力密度の均衡以外のその他何らかのカスタムプロファイルが望まれる状況では、前記
システム１１００は、プロファイル選択スイッチ１１０８からの入力に応答して、同様に
マイクロコントローラのメモリー１１３０内に格納されているカスタムプロファイルを関
わらせて前記加熱器ドライバ１１３６にカスタム電力密度プロファイルを適用し、前記保
護眼鏡１１１６の所望の部分に別の部分よりも大きな電力を受け取らせることができる。
【００８７】
　前記システム１１００は、温度センサー１１２４および相対湿度センサー１１２６に基
づいて露点温度を計算する露点計算機（ＤＰＣ）１１４４をさらに有する。前記システム
は、前記システム１１００の加熱レベルの自動モードによる均衡中に、前記ＤＰＣ１１４
４から計算した露点に従って前記領域の熱を調整する。前記システム１１００が最初に始
動すると、前記ＤＰＣ１１４４が前記露点温度を計算し、それを前記保護眼鏡１１１６に
よって画定された前記空間内の実際の温度と比較し、前記マイクロコントローラ１１２８
に然るべく合図する。前記ＤＰＣ１１４４によって計算された前記露点温度が前記保護眼
鏡１１１６とユーザーの眼との間で画定された前記空間内の温度よりも高い場合、有効な
プロファイルに従って前記ＰＷＭチャネルのデューティサイクルを増加させて前記保護眼
鏡１１１６および前記保護眼鏡とユーザーの眼との間の前記空間の温度を上昇させるよう
に、前記マイクロコントローラ内の論理回路が前記保護眼鏡加熱器ドライバ１１３６に合
図する。したがって、前記温度センサー１１２４、前記相対湿度センサー１１２６、およ
び前記マイクロコントローラ１１２８による計算から前記ＤＰＣ１１４４へのその後の知
覚入力のすべては、周囲条件の変化だけではなく前述の前記システム１１００からの上昇
要求の結果もたらされる温度変化をも反映するであろう。前記ＤＰＣ１１４４による前記
システム１１００に対するさらなる調整は、前記保護眼鏡１１１６によって画定された前
記空間内の温度が前記露点温度閾値よりも下がると、前記システム１１００がＰＷＭチャ
ネル１１３８、１１４０、１１４２を介して前記加熱素子１１１８、１１２０、１１２２
への電力を増加させ、前記保護眼鏡によって画定された前記空間内の温度が前記露点温度
閾値よりも上がると前記システムが前記ＰＷＭチャネルを介して前記加熱素子への電力を
減少させるといった方法で、前記マイクロコントローラ１１２８によって一定間隔で行わ
れる。前述の動作には、前記システム１１００の増加状態と減少状態との間で、一般的な
サーモスタットに使用されるようなヒステリシスを用いて、不要な急激な切り換えを回避
することができる。
【００８８】
　前記システム１１００の手動動作モードおよび自動動作モードの双方において、前記ユ
ーザーが前記システムの加熱素子に供給されている電力レベルを知らされていることが好
ましい。このことは、前記ユーザーが前記電力レベルディスプレイからの視覚的フィード
バックに従って前記電力を所定のレベルに設定することのできる前記手動モードにおいて
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特に便利である。前記マイクロコントローラ１１２８は、前記加熱／減熱スイッチ１１０
６を通じた手動による変化および／または一定間隔での変化に応答して、前記加熱器ドラ
イバ１１３６に供給されている現在の動作電力レベルをメモリー１１３０から決定し、前
記電力レベルディスプレイ論理回路１１４６に電力レベル信号を送り、その結果前記電力
レベルディスプレイ論理回路が前記マイクロコントローラ１１２８から受信した信号を前
記電力レベル指示ディスプレイ１１１２を駆動するために必要な論理に変換する。前記電
力レベル指示ディスプレイ論理回路１１４６は、前記ディスプレイ上の最新の値を保持し
、前記マイクロコンピュータが他のタスクに取り掛かれるようにこれを解放するためのラ
ッチ回路を含むことができる。
【００８９】
　従来の電圧調整システム
　ここで図１２を参照すると、リチウムイオン電池１２０５と、指定された通りの使用に
より時間の経過に伴って充電量が消耗している３．７～３．２ボルトＤＣを電圧調整器１
２２５に伝える正の回路導線１２１０とを含む、セルラー電話機（負荷１２３５によって
表現）などのハンドヘルド型電子機器に対する一定に調整された電圧を維持する電池調整
システムのブロック図が図示されている。前記電圧調整器１２２５は、一定に調整された
３．０ボルトＤＣを線１２３０を介して前記負荷１２３５に指定された通りに供給するよ
うに設定されている。一般的な電圧調整器は、前記電池からの実際の供給電圧が所望の出
力電圧よりも幾分高い場合にのみ、前記所望の出力レベルでの電圧を供給する。したがっ
て、例えば、前記所望の出力電圧が３．０ボルトＤＣである場合、前記電圧調整器が前記
所望の３．０ボルトＤＣを生成するためには、前記電池電圧は少なくとも３．２ボルトＤ
Ｃでなければならないであろう。前記電池１２０５の負端子に戻る回路は回路導線１２２
０によって完結し、前記システムは１２４０において接地されている。このようなシステ
ムは、セルラー電話機が効率的に機能するために必要な一定電圧を供給する上で重要であ
ることが知られている。
【００９０】
　ＰＷＭを使用した電池補償システム
　上記に示し説明した前述の電池調整システム１２００とは異なり、ＰＷＭを使用した電
池補償システムは、前記電池が放電してしまうまで一定電圧を維持するのではなく、前記
電池が放電してしまってその電力レベルを維持できなくなるまで、前記電圧の降下にも拘
わらず前記負荷に対する一定電力を維持するように、前記ＰＷＭサイクルを変化させる点
が異なる。
【００９１】
　したがって、ここで図１３を参照すると、パルス幅変調（ＰＷＭ）１３４０）を使用し
た電池補償システム１３００が図示されており、当該システムは、電圧を所定の測定可能
範囲に比例調整する分圧回路１３１０、１３１５に接続された正の並列回路導線１３８０
を有する電池１３０５（好ましくはリチウムイオン電池）と、前記分圧器からの出力を受
け取り、これをデジタル電圧値に変換するアナログ／デジタル変換器１３３５と、マイク
ロプロセッシング装置（ｍｉｃｒｏｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ：ＭＰＵ）１３３０
と、単一チャネルパルス幅変調器（ＰＷＭ）１３４０とを有する。好ましくは、前記分圧
回路１３１０、１３１５は、前記電池１３０５の正端子と負端子との間の、前記電圧を所
定の測定可能範囲に比例調整する２つの直列抵抗器１３１０、１３１５を有し、前記分圧
回路は、好ましくは、前記２つの抵抗器間に、前記アナログ／デジタル変換器１３３５上
のＩ／Ｏピンに比例電圧測定値を提供するように構成されているタップ（前記２つの抵抗
器１３１０、１３１５間の線の交点として図示）を有する。好ましくは、ユーザーによっ
て決定または提供される前記電力設定は、ダイアル、ノブ、またはプッシュボタンシステ
ム１３２５によって設定される電力レベル設定と共に、前記設定の選択をさらに効果的に
する前記ユーザーに対する何らかの形態の視覚的フィードバック（例えば、図１６の１６
１２）を有する。
【００９２】



(25) JP 6563387 B2 2019.8.21

10

20

30

40

50

　前記ＰＷＭ１３４０は、携帯型電子機器、または例えば、防曇スキーゴーグル、加熱式
ダイビングマスク、加熱式医療用または工業用保護眼鏡上の加熱素子のような携帯型電子
機器の構成要素を表す前記負荷１３４５を駆動する。あるいは、前記負荷１３４５は、ハ
ンドヘルド型ＧＰＳ装置、セルラー電話機、無線機、電子タブレット、リーダー、または
その他のポータブルコンピュータなどの携帯型電子機器上の、前記機器のＰＷＭ回路およ
び電池によって駆動される加熱器を表している場合もある。電力レベルセレクタ１３２５
は、電源供給されている前記電子機器（例えば、防曇ゴーグル）上の加熱器（例えば、図
５の加熱素子２０２）を駆動する電力について、例えば２ワット、４ワット、６ワット、
８ワット、および１０ワットであるそれぞれ１３５０、１３５５、１３６０、１３６５、
１３７０にそれぞれ対応する２０％、４０％、６０％、８０％、１００％などの所望の電
力設定のユーザー選択を可能とする増加／減少制御装置を備えている。前記ＭＰＵ１３３
０は、補償デューティサイクル１３５０、１３５５、１３６０、１３６５、１３７０を決
定するための電圧入力およびユーザーによって決定される電力設定の入力を受信するいく
つかの可能な手段のうちの１つであり、当該入力がＰＷＭ１３４０に印加されることによ
り、電池の消耗によって電池１３０５からの電圧が低下した場合においてもユーザーが決
定した電力設定で一貫して負荷が駆動される。
【００９３】
　ここで図１４も併せて参照すると、前記ＭＰＵ１３３０は、フローチャートに示したソ
フトウェアコードのステップ１４００を実行して、前記ソフトウェアにより前記ＰＷＭ１
３４０に適用する補償デューティサイクル１３５０、１３５５、１３６０、１３６５、１
３７０を決定し、電池の消耗によって電池１３０５からの電圧が低下した場合においても
ユーザーが決定した電力設定で一貫して負荷を駆動することが可能となる。本発明のこの
実施形態について、ＭＰＵ１３３０は好ましくは電池駆動式であり、本発明には、アナロ
グ／デジタル変換手段１３３５を搭載した入手の容易なマイクロプロセッシング装置を使
用することができる。
【００９４】
　１４０５で示す本発明の動作のためのソフトウェアのステップは、１４０５から開始後
、電池電圧を読み取るステップ１４１０と、電力レベル１４１５のユーザー設定を読み取
るステップ１４１５と、ＰＷＭ回路１４２５に適用するＰＷＭデューティサイクルに関す
る電池電圧補償値を参照するステップ１４２０とを含む。前記プロセスは１４３０で終了
し、前記ステップ１４００は、本発明に係る補償電力を維持するために、前記システムの
動作中に必要に応じて度々繰り返される。前記携帯型電子機器１３４５（例えば、図５の
２００）に電源が入っているとき、本発明の補償システムは継続的に操作することができ
、または電池節約モードと電池補償モードとの間でトグルするようにオン／オフ・スイッ
チで制御することができる。ライン１４３０で示すように、前記機器の電源が入っており
、前記電池が十分に充電され、電池補償モードで前記機器を駆動するために必要な電力を
供給することができる限り。電池節約モードはより小さな電池電力を使用するものの、余
剰な電池電力が利用可能な場合は、本発明に係る電池補償モードを採用し、前記ＰＷＭ１
３４０に適用する前記デューティサイクル１３５０、１３５５、１３６０、１３６５、１
３７０を増加して電池の消耗による電圧の低下を補償することにより、そのような補償が
ない場合に起こると考えられる消耗した電池１３０５に関連する電力の低下を克服するこ
とができる。
【００９５】
　さらにまた、図１４および１５に示すように、補償デューティサイクル１３５０、１３
５５、１３６０、１３６５、１３７０の決定において、ＰＷＭデューティサイクル値のデ
ータルックアップテーブル１５００が含まれてもよく、当該データルックアップテーブル
は、電力設定（表１５００の上部にわたってワットで表示）および電池消耗による電圧低
下（図１５の左側の列に表示）に従って構成され、前記マイクロプロセッサによって実行
される前記コードのステップ１４１０、１４１５、１４２０、１４２５で使用されるもの
であり、それにより、前記ＰＷＭに適用する補償デューティサイクルが選択され、電池の



(26) JP 6563387 B2 2019.8.21

10

20

30

40

50

消耗によって電池１３０５からの電圧が低下した場合においてもユーザーが決定した電力
設定で一貫して負荷１３４５が駆動される。本発明のこの実施形態は、好ましくは、概し
てソフトウェアのデータ表管理に関して事実であるように、浮動小数点計算を使用するよ
りも概してより高速の動作を提供しコーディングが容易な、マイクロプロセッサのメモリ
ー（例えば、図１６の１６３０）に格納されているルックアップテーブル１５００を有す
ることができるものの、厳密な範囲および趣旨に従って本発明を実施するためには、いず
れを使用してもよいことは理解されるであろう。さらに、ディスクリート論理回路を使用
して本発明の補償システムの機能を実行することも考えられるが、このような方法は実施
する上で不必要に高価となるであろうし、本発明にとって好ましい前記ソフトウェアおよ
びデータ表の参照機能よりも効果的なわけではない。
【００９６】
　図１５に示すデータルックアップテーブル１５００は、ユーザーによる加熱器レベル設
定(前記表１５００の上部にわたってワットで表示）および８．４ボルトＤＣ（各々３．
７ボルトＤＣの２つの直列リチウムイオン電池を仮定）から６．８ボルトＤＣ（前記表１
５００の左側の列に表示）まで消耗した範囲の所与の電池電圧に関する実際の加熱器の電
力によって構成されている。したがって、例えば、前記電池１３０５が完全充電（即ち、
まだ充電量の消耗がない状態）にあるときにユーザーが２ワットの総電力を選択した場合
、１１．３回のオンサイクル（全部で１００．０サイクルのうち）がオンである必要があ
る。図１５から分かるように、図示のように、前記ユーザーがより大きなワット数を指定
するほどデューティサイクル数が増加し、だんだんと消耗する前記電池内充電量を補償す
るためにより多くのデューティサイクル数が必要となる。したがって、例えば、８６．５
デューティサイクル（即ち、ＰＷＷ）が１００サイクル毎に８６．５サイクルで前記電力
をオンに切り換える、換言すれば、前記ＰＷＭが、１００サイクル中８６．５サイクルで
前記負荷に電力を与えるように、または８６．５サイクル、オンで１３．５サイクル、オ
フとなるように電力の伝送を制御する）。したがって、このように、前記電池がさらに消
耗するに従って、および前記ユーザーがより高い前記電力レベルを選択するほど、必要な
デューティサイクル数が増加する。前記データルックアップテーブルの例１５００は各々
３．７ボルトＤＣの２個の直列リチウムイオン電池を使用したシステムに基づいているも
のの、本発明は２個の電池またはそれ以外の複数の電池に限定されることはなく、本発明
のシステムおよび電池補償システムは、適切に調整されたデータ表または場合によっては
計算を用いた単一電池に使用することができる。さらに、デューティサイクル数は小数部
分を伴う整数として表されているものの、実際のＰＷＭの実施においてはこれらの数字を
四捨五入した整数とすることができる。
【００９７】
　代替の実施形態において、前記ＰＷＭ１３４０に適用する補償デューティサイクル１３
５０、１３５５、１３６０、１３６５、１３７０を計算するために、前記ソフトウェアの
ステップ１４１０、１４１５、１４２０、１４２５自体を使用することができ、それによ
り、電池の消耗によって電池１３０５からの電圧が低下した場合においてもユーザーが決
定した電力設定で一貫して負荷１３４５が駆動される。本発明のこの実施形態のための補
償デューティサイクル１３５０、１３５５、１３６０、１３６５、１３７０を決定する式
はデータ表１５００に使用された前記表のデューティサイクル値（表１５００の上部にわ
たるワット設定によって表されたユーザー入力による電力設定および測定電圧）を決定す
るために使用された式と同じであるが、これは以下の通りである。
【００９８】
　　　　デューティサイクル＝（所望の電力×負荷抵抗）／（電池電圧）２×１００
　本発明に係る補償システム１３００は、前記システムによって補償された電力出力を維
持するために十分な充電量がある限り、機器の電池１３０５の部分的な消耗にも拘らず、
防曇ゴーグルまたはハンドヘルド型ＧＰＳ、無線機または電話機などの携帯型機器（例え
ば、図５のゴーグルレンス２００）を一貫して加熱するために前記負荷１３４５を駆動す
るためにユーザーが選択しおよび／または所望する電力設定の維持を可能とする。したが
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って、使用時間の経過に伴う電池の消耗の結果前記電池１３０５の電圧が低下すると、前
記システム１３００が前記機器１３４５のＰＷＭ１３４０のドライバのデューティサイク
ル１３５０、１３５５、１３６０、１３６５、１３７０を増加することにより補償を行う
。
【００９９】
　ここで図１６を参照すると、好ましくは複数の機器、例えば、携帯型電子機器１６１６
の複数の負荷１６１８、１６２０、１６２２を加熱するために使用するのに適した補償シ
ステム１６００が図示されている。前記複数の負荷１６１８、１６２０、１６２２は、携
帯型電子機器、携帯型電子機器の構成要素、または、防曇スキーゴーグル、加熱式ダイビ
ングマスク、加熱式医療用または工業用保護眼鏡などの上の加熱素子のような、複数のこ
のような装置を表す。あるいは、前記負荷１３４５は、ハンドヘルド型ＧＰＳ装置、セル
ラー電話機、無線機、電子タブレット、リーダー、またはその他の携帯型コンピュータな
どの携帯型電子機器のＰＷＭ回路および電池によって駆動される、前記機器上の加熱器ま
たはＰＷＭによって適切に駆動されるその他の構成要素を表している場合もある。補償シ
ステムの例１６００は、充電式電池１６０２、オン／オフ・スイッチ１６０４、電力レベ
ル制御装置１６０６、および充電器ジャック１６１０などの電源を有する。充電器ジャッ
ク１６１０は、当該技術分野において既知であるように、ミニＵＳＢ充電器ジャックまた
はその他の好適な充電システムを有することができる。システム１６００は、好ましくは
選択された電力レベルを指示するバーグラフとして構成された複数のＬＥＤを有する電力
レベル指示ディスプレイ１６１２と、好ましくは電池残量を指示するバーグラフとして構
成された複数のＬＥＤを有する電池寿命指示ディスプレイ１６１４とをさらに有する。シ
ステム１６００は、共に図示された複数の負荷１６１８、１６２０、１６２２を有する携
帯型電子機器１６１６をさらに有する。
【０１００】
　前記システム１６００は、好ましくはＰＷＭ論理回路、その他のプログラマブル論理回
路、およびマイクロエレクトロニクスの技術分野において既知のＲＡＭ／ＲＯＭ／フラッ
シュメモリーのなんらかの組み合わせ１６３０をさらに有する低電力マイクロコントロー
ラ１６２８をさらに有することが好ましい。前記マイクロコンピュータコントローラ１６
２８は、充電回路１６３２に動作可能に接続されている。前記充電回路１６３２は、前記
充電器ジャック１６１０および充電式電池１６０２に接続されている。前記充電回路１６
３２は、主として、必要に応じて充電の前記充電器ジャック１６１０から前記充電式電池
への経路設定、前記電池が完全に充電されたときの充電器の切断、および前記マイクロコ
ントローラ１６２８への充電レベルの報告を含め、前記充電式電池１６０２を維持する役
割を担う。前記システム１６００は、電池寿命指示ディスプレイ論理回路１６３４をさら
に有し、前述したように前記マイクロコントローラ１６２８が前記充電回路から充電レベ
ル情報を受信すると、ユーザーの求めに応じてまたはその他の方法で、前記マイクロコン
トローラが前記電池寿命指示ディスプレイ論理回路に合図をすることができる。前記電池
寿命指示ディスプレイ論理回路１６３４は、前記マイクロコントローラ１６２８から受信
した信号を前記電池寿命指示ディスプレイ１６１４を駆動するために必要な論理に変換す
る。前記電池寿命指示ディスプレイ論理回路１６３４は、前記ディスプレイ上の最新の値
を保持し、前記マイクロコンピュータが他のタスクに取り掛かれるようにこれを解放する
ためのラッチ回路を含むことができる。
【０１０１】
　前記システム１６００は、各々が負荷１６１８、１６２０、１６２２などの負荷にそれ
ぞれ対応する複数の駆動チャネル１６３８、１６４０、１６４２を有するドライバ１６３
６をさらに有する。好ましくは、前記ドライバ１６３６にはシステム１６００のためのＭ
ＯＳＦＥＴが収容されている。前記マイクロコントローラ１６２８の主な役割は、電池寿
命を節約する一方で、前記ドライバ１６３６および関連するチャネル１６３８、１６４０
、１６４２を最適かつ好ましくは均衡したレベルで動作するように保つことである。前記
マイクロコントローラ１６２８は、前記電力レベル制御装置１６０６からの入力に応答し
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て、マイクロコントローラのメモリー１６３０内に収容された所定のプロファイルに従っ
て前記機器のドライバ１６３６への電力を調整し、各個別のＰＷＭチャネル上のデューテ
ィサイクル信号を、関連付けられる各負荷１６１８、１６２０、１６２２のサイズ、形状
および電気抵抗率に合致する方法で制御して電力密度の均衡を提供する。
【０１０２】
　電力密度の均衡以外のその他何らかのカスタムプロファイルが望まれる状況では、前記
システム１６００は、マイクロコントローラ１６３０内に格納することのできるカスタム
プロファイルを関わらせて前記ドライバ１６３６にカスタム電力レベルプロファイルを適
用し、前記携帯型電子機器１６１６の所望の部分に別の部分よりも大きなまたはより小さ
な電力を受け取らせることができる。
【０１０３】
　パルス幅変調（ＰＷＭ）（前記マイクロコントローラ１６２８内に収容）を使用した前
記システム１６００は、前記電圧を所定の測定可能範囲に比例調整する分圧回路１６１０
と、前記分圧器からの出力を受け取りデジタル電圧値に変換する、好ましくは前記マイク
ロコントローラ１６２８内に収容された、アナログ／デジタル変換器（ａｎａｌｏｇ　ｔ
ｏ　ｄｉｇｉｔａｌ　ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ：ＡＤＣ）１６０５とを有する。好ましくは、
前記分圧回路１６１０は、１もしくはそれ以上の電池１６０２の正端子と負端子との間に
前記電圧を所定の測定可能範囲に比例調整する２つの精密な直列抵抗器（図１３に関連し
て上述の通り）を有し、前記分圧回路は、好ましくは、前記２つの抵抗器間に、前記アナ
ログ／デジタル変換器１６０５を収容するマイクロコントローラ１６２８上のＩ／Ｏピン
に前記比例電圧測定値を提供するように構成されているタップを有する。好ましくは、ユ
ーザーによって決定または提供される前記電力設定は、ダイアル、ノブ、またはプッシュ
ボタンシステム（例えば、１６０６）によって設定される電力レベル設定と共に、前記設
定の選択をさらに効果的にする前記ユーザーに対する何らかの形態の視覚的フィードバッ
ク（例えば、１６１２）を有する。
【０１０４】
　前記システム１６００の一部として、前記ユーザーが前記システムの負荷構成要素に供
給されている電力レベルを知らされていることが好ましい。このように、ユーザーは、前
記電力レベルディスプレイ１６１２からの視覚的フィードバックに従って所望の電力レベ
ルを選択することができる。前記マイクロコントローラ１６２８は、前記電力レベル制御
装置１６０６を通じた手動による変化および／または一定間隔での変化に応答して、前記
ドライバ１６３６に供給されている現在の動作電力レベルをメモリー１６３０から決定し
、前記電力レベルディスプレイ論理回路１６４６に電力レベル信号を送り、その結果前記
電力レベルディスプレイ論理回路が前記マイクロコントローラ１６２８から受信した信号
を前記電力レベル指示ディスプレイ１６１２を駆動するために必要な論理に変換する。前
記電力レベル指示ディスプレイ論理回路１６４６は、前記ディスプレイ上の最新の値を保
持し、前記マイクロコンピュータが他のタスクに取り掛かれるようにこれを解放するため
のラッチ回路を含むことができる。
【０１０５】
　ここで図１７を参照すると、例えば、携帯型電子機器に対して全電力よりも小さな電力
が望ましい場合に、前記機器内の、例えば、複数の異なる負荷の各負荷のカスタム電力レ
ベルプロファイルに対応して適用されるデューティサイクルのソフトウェアによる決定を
可能とする、マイクロプロセッサのメモリー１６３０内に格納された別の方法のデータル
ックアップテーブル１７００が示されている。図１７に示すデータルックアップテーブル
１７００は、ユーザーによる加熱器レベル設定(前記表１７００の上部にわたってワット
で表示）および８．４ボルトＤＣ（各々３．７ボルトＤＣの直列接続された２つのリチウ
ムイオン電池を仮定）から６．８ボルトＤＣ（前記表１７００の左側の列に表示）まで消
耗した範囲の所与の電池電圧に関する実際の加熱器の電力によって構成されている。した
がって、例えば、前記電池６０２が完全充電（即ち、まだ充電量の消耗がない状態）にあ
るときにユーザーが１．５ワットの総電力を選択した場合、８．５回のオンサイクル（全
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部で１００．０サイクルのうち）がオンである必要がある。図１７から分かるように、図
示のように、前記ユーザーがより大きなワット数を指定するほどデューティサイクル数が
増加し、だんだんと消耗する前記電池内充電量を補償するためにより多くのデューティサ
イクル数が必要となる。したがって、例えば、６４．９デューティサイクル（即ち、ＰＷ
Ｗが１００サイクル毎に６４．９サイクルで電力をオンに切り換える、換言すれば、前記
ＰＷＭが、１００サイクル中６４．９サイクルで前記負荷に電力を与えるように、または
６４．９サイクル、オンで３５．１サイクル、オフとなるように電力の伝送を制御する）
。したがって、このように、前記電池がさらに消耗するに従って、および前記ユーザーが
より高い前記電力レベルを選択するほど、必要なデューティサイクル数が増加する。前記
データルックアップテーブルの例１７００は各々３．７ボルトＤＣの２個の直列リチウム
イオン電池を使用したシステムに基づいているものの、本発明は２個の電池またはそれ以
外の複数の電池に限定されることはなく、本発明のシステムおよび電池補償システムは、
適切に調整されたデータ表または場合によっては計算を用いた単一電池に使用することが
できる。さらに、デューティサイクル数は小数部分を伴う整数として表されているものの
、実際のＰＷＭの実施においてはこれらの数字を四捨五入した整数とすることができる。
【０１０６】
　前記表１７００はより包括的なデータ表の一部であることもでき、依然として本発明の
厳密な範囲および趣旨内に収まることができるが、前記システム１６００は前記電池電圧
および前記ユーザーの決定による電力レベル入力を確認し、それら入力に従って、かつ、
例えば図１１に関連して前述した、例えば一様に加熱された保護眼鏡機器またはカスタム
加熱された保護眼鏡機器がそうであろう通りに、一様な電力レベルプロファイルあるいは
カスタム電力レベルプロファイルのいずれかと調和して、適切なデューティサイクルを決
定するであろうと考えられる。
【０１０７】
　本発明の好適な実施形態を示し、これらについて説明したが、当業者にとっては、本発
明から逸脱せずに、本発明のより広い観点に多くの変更および修正を施すことができるこ
とが明白となるであろう。例えば、当業者が、特許請求された本発明の厳密な趣旨から逸
脱せずに、本発明の様々な実施形態の様々な構成要素を組み合わせることができることが
理解されるであろう。したがって、例として、前記システム１１００が本発明の目的を達
成する好適な方法を開示している一方、当業者であれば、マイクロコントローラおよび／
またはマイクロコントローラのその他の組み合わせを使用して、本発明の厳密な範囲およ
び趣旨から逸脱せずに本明細書の目的を達成することができることを理解するであろうこ
とが理解されるであろう。したがって、添付の特許請求の範囲は、このようなすべての変
更および修正が本発明の厳密な趣旨および範囲内に収まるものとして網羅することが意図
されている。
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